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まえがき

社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)は,平成14年7月8日から8

月3日までの2 7日間､ヴイエトナム社会主義共和国(Social Republic of Vietnam)の中部

地域において地域住民の貧困撲滅及び生活環境改善を目的とする農業･農村総合開発に

関わるプロジェクトファインデイング調査を新規に行った｡

ヴイエトナムにおいて貧困は農村部に集中している。現在貧困層の90％が農村部に住

んでおり、これら農村部人口の45％が貧困層である。80％以上の貧困者は農民である。

貧困層には地域差が顕著に見られ、山岳地域、辺境地や少数民族が多い地域で貧困率が

高い傾向がある。ヴイエトナムの貧困層の70％が北部山岳地域、北中部、中部高原及び

中部沿岸地帯に集中している。これら貧困地帯は、地理的に隔離されていること、生産

資源へのアクセスが困難であること、インフラ整備が後れていること、自然災害の多発

など生活条件が厳しい。今回調査を行ったのは中部高原及び中部沿岸地帯である。全国

’平均の貧困世帯率が17％であるのに対して、中部高原では25％、中部沿岸では22％と

貧困世帯率が高い。

ヴイエトナム中央政府は､これら貧困地域住民の生活水準を向上させるため､農業･

農村開発を重要課題としており,貧困削減政策(Hunger Eradiation and Poverty

Reduction:HEPR)を策定､実施した｡この中には､生産向上支援,貧困な少数民族への

援助,農林業の振興､インフラ整備などが含まれている｡しかし,中央政府の限られた

予算,実施能力では目標達成は困難な状況にある｡このよう別犬況のもと､中部高原及

び中部沿岸地帯において地域経済の活性化と貧困緩和に関する調査を行い,適切な農村

地域開発計画を策定することが必要となった〔

調査団は現地踏査を行うと共に関係3省（カンガイ省、コンツム省、カンナム省）の

各人民委員会を訪問し、情報・資料を収集した。現地踏査では、無秩序な森林・傾斜地

の農地開発、その背景にある零細な経営規模、貧困な農家の生計レベル・営農状況を確

認し、ヴイエトナム国において貧困な地域とされている中部地域における総合的な農

業・農村開発計画策定の必要性を認識し、本報告書を取りまとめた。

平成14年9月

（社）海外農業開発コンサルタンツ協会

調査団長入矢狷介
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1．調査の経緯及び背景

1．1経緯

ヴイエトナム国の農業・農村開発政策は、以下を主要な指標にしている。

貧困緩和と食糧自給の確保

農家収入の向上とインフラの強化などによる都市と農村間の所得格

差の是正

農林水産物の品質向上と農民の経営多様化（営農の多様化、農外収入）

森林被覆率の向上と環境改善

以上を達成するため全国を7地域（後述）に分け、各地域に通した開発を実施するこ

とを基本としている。この中で今回調査を行った中部地域は「中部沿岸地域」及び「中

部高原地域」からなる。北部山岳地域と並びこの地域はヴイエトナムでは貧困地域とし

て認識されており、農業生産性は低く、農村インフラの整備も他地域と比較すると後れ

ている。ヴイエトナム政府は、中部地域を農業・農村開発の最重点地域の一つとして高

い優先度を付与している。

1.2背景

(1)ヴイエトナム国の自然状況

ヴイエトナム国はインドシナ半島の東部に位置し､北を中国,西をカンボディア及びラ

オス,東を南シナ海に接している｡給国土面積は329,24Ikm2で,国土は地形,気象条

件,経済条件により①北部山岳､ ②紅河デルタ, ③北中部沿岸, ④中部沿岸､ ⑤中部高

原､ ⑥南東部, ⑦メコンデルタ,の7地域(Region)に分かれる｡

南北の延長が1,700kmに及ぶヴイエトナムは,南部は熱帯性､北部は亜熱帯性に属す

るというように気候条件が異なる｡ 5月から9月にかけてはモンスーンにより多量の降

雨がある｡中部地域は､台風や低気圧に伴う降雨が9月から1 2月に集中するo

地域 年 平均 気温 （℃） 年降水 量 （m m ） 乾期 雨期

北部 （ハ ノイ） 23．2 1，800 11～4 月 5～10 月

中部 （フエ） 24．9 2，900 2～8 月 9～1 月

南部 （ホーチ ミン） 27．8 2，000 11～4 月 5～10 月

海岸線は3，260kmに及び、中部地域では70kmと最も狭く、従って急峻な地形を呈し、

河川勾配が急で、洪水が発生し易い地形条件である。北部山岳地帯は急峻な地形と雨期

の降雨により土砂浸食が起こりやすい。これら洪水及び土壌浸食を生起する要因は、地

形・土壌条件と共に森林伐採や無秩序な土地利用も大きく影響している。
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山岳及び丘陵地は国土の2/3を占めるが,国土の70%以上は標高500m以下である｡

森林面積は､国土の29%を占める｡総可耕地面積は7,086,000haで､そのうち3,300,000ha

はデルタ地域である｡耕地面積は可耕地面積の96%に相当する6,757,000haである｡

（2）ヴイエトナムの社会経済概況

1）政治状況

1986年の第6回党大会において採択された市場経済システムの導入と対外開放化を

柱としたドイモイ（刷新）路線を継続、外貨導入に向けた構造改革や国際競争力強化に

取り組んでいる。他方、ドイモイの進展の裏で貧富の差の拡大、汚職の蔓延、官僚主義

の弊害などのマイナス面も顕在化している。

2001年4月には第9回共産党大会が開催され、共産党一党支配による社会主義体制

の維持とドイモイ路線継続という基本方針の継承が打ち出された。

2）行政区分

1996年11月に行政区分は再編され、57省、4中央直轄市（ハノイ、ハイフォン、ホ

ーチミン、ダナン）の計¢1行政区となった。地域区分及び行政構造は以下の通りであ

る。

地 域 （7 ） 省 （5 7 ） 郡 （5 4 3 ） 自 治 区 （8 ．9 5 0 ） 村( 5 0 0 0 0 ）

直 轄 市 （4 ）

3) MI

2001年現在の人口は78,685,800人で,うち75%は農村人口である｡過去10年間の

平均年増加率は1.6%である｡人口密度は全国平均242人nm2で,北部山岳地では115

人/km2,紅河デルタでは1,085人/km2まで大きく異なる｡成人識字率は89%と高い｡

4)産業構造

2001年における産業構造をGDPに基づいてみると,農林水産業23.6%,製造･建設

業37.8%,サービス業38.6%となっている｡農林水産業のシェア-は年々低下する傾向

が続いている｡これに対して製造･建設業はシェア-を伸ばしてきている｡サービス業

は停滞気味である｡ GDPの実質成長率は年6.8%(2001暫定値)の水準を保っている｡ 1

人あたりGDPは388S(2000別F)である｡主要輸出産品は,原油,布地･衣類,履物,

栄,水産物,コーヒーである｡

経済活動人口についてみると､農林業従事人口は66.2%(2000)で,この分野は依然と

して最大の雇用を吸収している｡一方,水産業は2.0%である｡米は1989年から輸出が
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可能となり、現在ではタイに次いで世界第2位の輸出国となぅた。

5）農業における地域性

ヴイエトナムの農業は自然的、風土的条件差や歴史性の違い、さらには社会経済的条

件差が重なって7地域で著しい地域性を伴っている。国土が南北に細長く展開している

ために南部と北部では栽培作物の種類や作期に大きな遠いがある。土地と水資源の賦存

量にも大きな相違があり、北部、南部には農業租生産額の55％を産する紅河デルタ及び

メコンデルタがあるのに対して、残りの5地域では、「東南部」を除いて他の4地域は

農地、水資源において不利な低生産地域となっている。この5地域に全農家数の65％

が含まれている。

人口桐密かつ経営規模が零細な北部と、対照的な南部の農村構造という相違があるの

と同時に、北部では強固な村落構造が現在でも維持されているのに対して南部では個別

性が比較的強く、村落結合も緩やか、という相違もある。その背景には南北統一に至る

前の社会システムの違いが統一後の現在でも農業と農民のあり方に影響を及ぼしてい

ると見られる。

6）所得格差

ヴイエトナムでは農業生産の発展に伴って農家所得も次第に高まって来ており、1994

年から1997／98年に至る期間についてみると農家世帯員1人当たり所得は名目所得だけ

でなく実質所得においても年間198万ドンから269万ドンへ増加している。しかし都市

世帯員1人当たりの所得と比較すると、農村での所得の伸びは鈍く、都市と農村間の所

得格差が次第に広がって来ている。

また同時に農村地域においても地域格差が認められる。「紅河デルタ」は北部の諸地

域の中では農民所得が最も高い地域で、逆に「北中部沿岸」は「北部山岳」と並んで北

部の中では所得水準が最も低い地域となっている。これに対して「メコンデルタ」はよ

り大きな農地面積と比較的高い生産性に支えられて少なくとも1世帯当たり農業所得

で見る限り全国で最も高くなっている。

7）農業・農村インフラに対する政府の目標

ヴイエトナム農業はドイモイ政策の開始以来目覚ましい発展を遂げ、米についてはタ

イに次いで世界第2位の輸出国となった。農業・農村インフラについては農地810万ha

のうち38％が潅漑され、農村道路、農村電化、飲料水供給についても整備が進められて

いる。

しかしその一方で農業及び農村経済は依然として多くの問題を抱えている。農業生産

はなお気象条件に左右され、生産性、品質ともに不安定である。農業・農村基盤の整備

が後れているため農業生産性の安定的向上、農村経済の持続的発展が阻害され、都市と
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農村間の所得・生活条件における格差が広がってきている。

ヴイエトナム政府はこのような現状に対処するため、農業・農村インフラの整備につ

いて下記のような目標を設定している。

分野 目標

潅漑 200 1-2010 年に年間 1,000 億 トンの農業用水を確保可能とする｡

(推計延べ面積で穀物 1,000 万 ha､ 野菜 ･果樹など580 万 ha に相当)

農村道路 車両アクセス不能集落 約 7% →解消

アスファル ト舗装道路 約 4% →50% 以上
雨期アクセス不能道路 約 50% →大幅改善

農村電化 電力アクセス不能集落 約 29% →解消

農村給水 安全な飲料水供給不能集落 約 60% →解消

2．ヴイエトナム中部地域の現状

2．1計画地域の一般概況

（1）一般概況

中部沿岸地域

今回調査した省では、ダナン市、カンナム省、カンガイ省がこの地域に位置する。

ほとんど毎年洪水などの自然災害が発生する地域である。地形的に河川が短くかつ勾配

が急である。このため鉄砲水タイプの洪水と干ばつが発生する。さらにこの地域はヴイ

エトナム戦争の激戦地であったため、戟争被害の影響や生産・生活インフラの整備が他

地域に比較して顕著に後れており、住民の貧困度も高く、ヴイエトナムでは北部山岳地

と並んで貧困地域として位置づけられている。

中部高原地域

今回調査した省では、コンツム省がこの地域に位置する。全体に水資源インフラに乏

しい地域である。山岳・丘陵地域であるため地形・土壌条件からも稲作適地が限定され、

また土地の生産性も低く、貧困農村が多い。ヴイヱトナム政府としては、本地域を貧困

農家の新規入植地として開発することを計画しており、農業・農村開発の最重点地域の

一つとして位置づけている。

省
面 積 農 地 森林 全 人 口 う ち 農 村 人 口

(1 .0 0 0 h a ) ( 1,0 0 0 h a ) (1 ,0 0 0 h a ) ( 1 ,0 0 0 人 ) ( 1 ,0 0 0 人 )

カ ン ナ ム 1 ,0 4 0 .8 1 10 .6 4 3 0 .0 1 ,4 0 2 .7 1,1 8 8 .4

カ ン ガ イ 5 1 3 .5 9 9 .1 1 4 4 .2 1 ,2 0 6 .4 1,0 5 9 .4

コ ン ツ ム 9 6 1 .5 9 2 .3 6 0 6 .7 3 3 0 .7 2 2 2 .8
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(2)貧困の状況

ヴイエトナムでは貧困層に顕著な地域差が見られる｡山岳地,遠隔地,少数民族が多

い地域で貧困率が高い傾向がある｡ヴィエトナムの貧困層の70%が北部山岳地域､北中

那,中部高原及び中部沿岸地帯に集中している｡これら地域は共通点として､地理的に

隔推されていること､生産資源へのアクセスが困難であること,インフラ整備が後れて

いること､自然災害が多発していること,などが上げられる｡下表の通り.中部地域の

貧困世帯率は22%--25%である｡中部の山岳地域にも少数民族が遠隔地に孤立した状態

で居住しているために社会的サービスやインフラへのアクセスが乏しい｡

今回調香した3省は1998年に政府が行った｢special DifficultCommunes｣調査におい

て,対象となった貧困30省のなかに含まれているo　コンツム省は7番目の貧困省,カ

ンナム省は17番目､同様にカンガ省は18番目である｡

地域 往困世帯数 （）0（‾＝十・ 貧困 世帯率（％）

西北山岳地域 146 33．95

東北山岳地城 5 11 22．35

紅河デルタ地域 337 9．76

北 中部地域 554 25．64

中部沿岸地域 389 2 2・24

中部高原地域 ． 190 24．90

南 東地域 183 8．88

メ コンデルタ地域 490 14．18

全 国 2，800 17．18

2.2気象

(1)気象資料と観測所

調査対象地威及び周辺地域の気象に関する資料として今回収集した内容は､いずれも月

別データとして雨量,気温､湿度,日照の4項日である｡観測年は1999年､ 2000年及び

2001年の3ヵ年である｡観測所に関しては.今回調査対象としたDuangNam, QuangNgai,

Kon Turnの3省の近傍として,Hue(Thua Thten-Hue省),Da NangfDa Nang省),QuyNhon(Bung

Ding省), PlayCu(GiuLai省)の4観測所のデータを載せるo各椀測所所在地情報は下記の通

りである｡

P rovince N am e of Station
E ast L ongitude N orth L atitude A ltitude

(D egree) (D egree ) (m )

T hua T hien - H ue H ue 107-35' 16-26' 10.44

D a N ang D a N ana 108-12; 16 -20 4.75

B inh D inh Q uy N hon 109-13 1 3-46 ' 3.94

G ia L ai P lay ku io8-o r 13-5 8 779 .87
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(2)雨量

1999-2001年の年間平均雨量は, Hueの最高3,871mmに続き, DaNangの3,165mm,Binh

Dinhで2,211mm, Play Cuで2,402mmであり,年間雨量としては農業にとって十分な量と

いえる｡しかしながら､下図に示したように, Hue,DaNang,BinhDinhでは10月～12月の

3ヶ月に降雨が集中するのに対し､中部高原地帯に位置するPlaykuでは, 5～10月の雨期に

降雨の大半が集中している｡それ以外の期間いわゆる乾期には何らかの水手当てをしない

と作物生産は困難な状態である｡月別の最大雨量はHueの11月に1,106mm,最小はPlayCu

の2月に5.6mを記録している｡

Monthly Rainfall (Average of 1999 and 2001)

(3)気温

月平均気温の年間平均値はPlay Cuの21.7℃が最低, Quy Nhonの27.2℃が最高である｡

PlayCuが他よりも低い数値を示すのは観測所の標高が海抜780mで,第2位Hueの10mを

大きく上回っていることによる｡どの観測所も概ね12月から翌2月の間に気温が低く, 6

7月頃に最高を示す0月間の最高はQuyNhonで7月に30.3℃,最低はPlaykuの12月で19.5℃

である｡気温から判断して特に作物生産の制約要因となるような傾向は見られない｡以下

に月間気温の変化をグラフにして示した　Hue,DaNang,PlayCuの3省はほぼ似通った気温

変化を示しているが, PlayCuについては, 4月､ 5月が最高気温を示す他,年間を通して

変動は少ない｡
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Monthly Mean Temperature (Average of 1999 and 2001

(4)湿度

いずれの観測所も全般的に高い平均湿度を示していおり,年間平均湿度も　80%程度であ

る｡中部高原地帯に位置するPlayCuでは, 5月から9月にかけて温度が高いが,他の3省

では､逆に温度が低く,対象形を示す｡

Monthly Mean Humidity (Average of 1999 and 2001)

(5)日照

DaNang, QuyNhon,PlayCuの3省がそれぞれ年間日照時間2,005､ 2,150及び2,101､時間

を示すのに対し, Hueでは1,645時間と比較的低い値を示している｡Hue,DaNang,QuyNhon

は4～9月に日照時間が長くなるが, PlayCuではその間は日照時間が短くなるというよう

に,対照型を示している｡
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Monthly Sunshine Hour (Average of1999 and 2001)

2.3農業生産

今回調査した3省による農業生産額､穀類生産量シェアーはそれぞれ2.8% , 2.2%

である｡ヴイエトナムの農業生産の中心はメコンデルタ及び紅河デルタであり,中部地

域全体のシェアーは15.6%(2000)である｡そのなかでも関係3省の生産力は低いといえ

る｡特にコンツム省は山岳省であるため作付面積,生産量ともに3省のなかでも最も低

い水準である｡

ヴィエトナムでは農産物生准最の適正算出量として1人当たり500kgという一つの

目安があるが, 3省はいずれもこの水準を満たせていない｡全国でも444.8kgで然りで

あり,メコンデルタ及び他の省でこの水準を超える所があるのみである｡

省 農 業卦 宅額 穀 類 作付 面措 穀類生 産量 1 人当た り穀類

( 10 億 ドン ) (1,000 ha ) (1､0 00 ton ) 生産量 (k g/人)

全国 112,11 1 8 ,39 6 34 ,53 5 4 4 4 .8

カ ンガ イ省 1.2 39 94 33 6 28 0 .5

カ ンナム省 1,4 26 10 3 35 6 25 6 .5

コ ンツム省 494 25 6 4 199 .8

注）穀類は米とメイズの計

家畜頭数における3省の全国シェアーは下表の通り水牛3．7％、牛12．0％、豚5．0％で

牛がやや高い程度であり、これからは3省の畜産における顕著な生産の高さは見られな

い。家畜飼養頭数においてもコンツム省は3省のなかで最も少ない。
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家畜飼養頭数（2000）
省 水 牛 （1，0 0 0 頭 ） 牛 （1，0 0 0 頭 ） 豚 （1，0 0 0 頭 ）

全 国 2 ，8 9 7 ・ 4 ，1 2 7 2 0 ，1 9 3

カ ン ガ イ 省 4 3 ．6 2 2 4 ．2 4 0 2 ．7

カ ン ナ ム 省 5 2 ．7 2 1 2 ．5 4 7 4 ．1

コ ン ツ ム 省 1 1．8 6 1 ．6 1 2 3 ．9

2.4地方電化状況

世銀の援助により､工業省(Ministryoflndustry'
,MOl)及びベトナム電力公社(Electricity

ofVietnam:EVN)で実施した｢RenewableEnergyActionPlan-2001｣によれば,過去10年

間のベトナムの経済発展は著しく,それによる貧困削減も進展したものの,依然として,

人口の78%が貧困層に属し,またその90%は地方農村域に居住している｡このため,ベト

ナム政府の5カ年計画,10ヵ年計画では,｢貧困削減｣を最優先課題として位置づ1ナてい

る｡

同時にベトナム政府は,地方電化を貧困層の生活レベルを改善し収入増加を図る有効な手

段と位置づけており､現在75%である地方電化率を2005年までに90%とするよう計画して

いる｡

下表に各エリア毎の電化率(District&Commune及びHousehold)を示す｡これより､エリア

別で見た場合,ベトナム中部地域の電化率が最も低いことが分かるo

National GridによるDistrict及びcollimuneへの電力供袷

A rea

R uralE lectri fi cation o f D istrict. 19 94 R u ralE lectrifi cation of C om m un es'94

Tota N u- N um berof % ofE lectn Toll N um ber N um ber of % of
m ber of Electn負ed fi ed D istri cts ofC m m une E lectri丘ed Electri坑ed
D istrict D iS仕iCt C om m unes C om m unes

ベ トナム北部 2 03 174 85 .7 % 6,59 7 3,2 72 5 0.0 %
紅河デルタ地域 58 58 10 0% 1,73 1 1,7 06 9 8.6 %

ベ トナム中部 1 12 7 5 `7.0 % 1,50 1 654 43 .6%

ベ トナム南部 176 76 10 0% 1,80 8 1,0 16 5 6.2 %

T ota 49 1 42 5 86.6% 9,906 4 ,94 2 50 .0 %

(出典　vietnam Energy Review 1995)

各配電会社のNational Gridによる電化率

配電会社 給家屋数 (19 99 ) 電 化家屋数 1999 電化 率 (% )

Po w er-com p an y 1

(ベ トナ ム北部 )

6 ,8 0 0 ,0 0 0 5 ,4 5 0 ,0 0 0 8 0 .1

P o w eトcom p any 3

(ベ トナ ム北部 )

2 ,9 0 0 ,0 0 0 1 ,3 5 0 ,0 0 0 4 6 .6

P o w er-com p any 2

(ベ トナム南部 )

3 ,9 5 0 ,0 0 0 2 ,15 0 ,0 0 0 5 4 .4

T o ta l 13 ,6 5 0 ,0 0 0 8 ,9 5 0 ,0 0 0 6 5 .6

( th & ; Overall Diagram ofVIETNAM'S Electric System Period 2000-2010 with Implications for 2000-2020~IE}

地方電化を考える場合､基本的には電力会社(ベトナムではEVNとその傘下にあるPCl､
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PC2, PC3)によるグリッドの拡張によりなされていくが,アクセスが分断されていたり,

グリッドからの距離が遠く配電線の延伸が不経済となる場合などには,各個別のエリアに

て分散型電源を設置して,そのエリアを電化する｡

その際電源としては,ディーゼル電源やマイクロ水力や太陽光,風力といった再生可能エ

ネルギーが考えられる｡ディーゼルの場合は､燃料としての軽油の運搬が必要となるため,

アクセスの悪いIsolateされた地域では,再生可能エネルギーが用いられる｡

この場合､コストの面から､ポテンシャルがある地域では,まずはマイクロ水力発電所が

最も効率が良く,水力ポテンシャルがない地域では,太陽光による電化がなされる｡

次頁に今回調査対象地域の3県(カンナム,カンガイ,コンツム)における既設の小水力

発電所と水力ポテンシャル一覧を載せる｡これは､ベトナム農業省(MARD)の傘下であ

るHPC (HydroPowerCenter)から入手したものである｡
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既設小水力発電所一覧

N o te : * / - ig a tio n ; O S - W a te r s u p fy ¥m m ¥ I

* N u m b e r of m o n th s vin g s u ff ic ien t w a te r f o r p o w e r g e n e ra tio n

R e f. co de N am e P ro vin ce D istrict C om m u n e L on g L ai C apacity I nstalled

D ate

E q uip m en t

so urce

D esig n

n ow

D esig n C o nnected to

head j E V N line

Irri g a

tion

w s S ta tu s

(kw ) ( n i3/s) (Ill) < Y /N >   H a Y /N

0 0 550 1 D i Lan g Q uan g N ga So n 20 0 19 85 0.62 40 Y N o rm a l

0 0 550 2 T ra B o ng Q uang N g a T ra B on g 10 8.50 00 0 15.2500 0 70 0 19 8 1 0.67 13 0 Y N o rm a l

0 0 550 3 T on D u ng Q uang N g a B a T o 10 0 1.25 10 Y

05 100 1 L ang R o Q uan g N am O iang C ady 10 7.83 33 3 15.58 333 60 19 83 0 .5 15   N S to ppe d

0 5 100 2 D ak P in g (Q uan d oi) Q uang N am G iang D ak ping 10 7.60 00 0 15.53 333 10 19 84 0.53 8 N o rm a l

0 5 100 3 X a E Q uang N am Ph uoc S on Ph uoc M y 1 0 7.76 66 7 15.3 1667 10 19 84 0.18 N N o rm a l

0 5 100 4 C am D o i Q uan g N am D u e S on D o ng P h u 1 0 8.20 00 0 1 5 .66 667 6 0 19 83 0 .7 12 S lop pe d

05 100 5 T ien L an h Q uan g N am T ien Ph uo c T ien L an h 10 8.16 66 7 15.4 1667 10 0 19 80 0 .6 20 N Sto pp ed

05 100 6 N uo c O a uan g N am T ra M y T ra tan 1 0 8.20 00 0 15.3 1667 80 0 19 87 1.25 80 Y IN o t goo d

0 5 100 7 C a D ap Q uan g N am H ien A ro oih 10 7.65 00 0 15 .88 333 16 0 19 88 0 .22 92 N N o t goo d

05 10 08 R a Q uaiig N am G ian g T nh M y 10 7.8 166 7 1 5 .7 5000 20 0 19 85 0 .5 50 S lopp ed

05 100 9 D ak S a Q uan g N am P huo c Son Ph uo c D ue 1 0 7.75 00 0 15 .5 1667 60 0 19 8 1 0 .94 80 N N orm a l

05 10 10 S ong C u ng Q uaiig N am D ai L oc 40 0 19 84 5 10 Y N orm a l

05 10 11 D ai Q uan g 3 Q uan g N am D a i L o c D ai Q u ang 1 0 8.05 00 0 15 .8 6667 3 60 19 84 0 .3 8 120 IN N orm al

05 10 12 A n D iem Q uan g N am D a i L o c 10 8. 10 00 0 15 .8 6667 5 000 19 9 1 6 .6 94 ! N orm al

05 10 13 D ai D o ng Q uan g N am D a i L oc D ai H o ng 1 0 8.00 00 0 15 .86 667 50 0 19 9 1 1.2 5 50   N S to pp ed

05 10 14 D u y So n 2 Q uan g N am D uy X uye n D uy S on 10 8.1666 7 15 .7 6667 8 00 19 83 0 .7 135   Y N orm al

05 10 15 P h u N inh Q uan g N am T am K y 10 8.46 66 7 15 .4 5000 2 000 19 83 2 3.8 10 .5 Y N orm a l

00 550 1 T ra B o ng Q uaiig N ga T ra B on g 70 0 19 8 1 0 .6 7 130   Y Y ( N o tg oo d }

00 55 02 B i L an g Q uaiig N ga S on 2 00 1985 0 .6 3 4 0 ( N o t go od )

00 60 0 1 D ak S ia 1 K on T urn Sa T y Sa N ho n 10 7.7 833 3 1 4 .45 000 20 19 9 1 0 .7 4   ,N Sto pp ed 19 9 8

00 600 2 N u V ai K on T u rn D ak G lei D ak K roon g 10 7.66 66 7 14 .95 000 10 19 9 1 0 .18 N N o rm a l

00 600 3 D ak M on K on T urn D ak G lei M uan g H oon g 1 0 7.70 00 0 1 4 .90 000 50 199 6 0 .7 1 10 N N orm a l

00 600 4 N BO C L in h K on T u rn D ak O lei N aoc L inh 10 7.93 33 3 15 .10 00 0 50 19 98 0 .4 8 15 N I G o od

0 0 600 5 D ak L a K on T u rn D ak D ak L a 10 8.05 00 0 14.3500 0 30 19 97 N     i G o od

0 0 600 6 V i K o Lo n g K on T u rn K o n P lo ng H ieu 10 8.43 35 3 14 .6 1667 10 0 .18 8 N N o rm a l

0 0 600 7 M ang R u ong 1 K on T um D ak T o V an L em 10 7.88 33 3 14.80 00 0 9 N      i N o rm a l

0 06 00 8 D ak Q iao (Q uan d oi) K on T urn D ak G lei D ak L o ng 10 7.6 166 7 1 4.9500 0 4 0 199 9 0.57 10   N N o t ye t co m ep late

0 06 00 9 K o n D ao K o n T urn D ak T o K on D ao 10 7.850 00 14 .7000 0 60 0 19 89 6.82 Y en ou gh

0 06 0 10 D ak P o K o K on T u rn D ak O lei T ow n 10 7.75 00 0 15.08 333 20 0 19 84 1.25 20 N 40 N o rm a l

0 06 0 1 1 D ak U y K on T urn D ak T o w n 1 0 8.000 0 0 14.36 667 22 5 19 85 .8 8 15   Y Sto ppe d
ifi n
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小水力ポテンシャル一覧(100KW以上)
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小水力ポテンシャル一覧(100KW以下) (2)
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ｫk T - D ｫ T i K ｫ ,

23

15

23 10 00   0 23  1 0    5 0 500 0

55 25   0 38  30 500 U P

M P

M P

M P

M P

10 60 10 ak. T o    D ak H A >'!V X ".> M (X HW O 3

5

10 J40 1-23 10  30 500 Li t 4 bu dget 10

1010 60 11

&0 12

   K j i Im , D ｫk T o

D i Tn j. E on T iu D ak T ,

]OV .10 1 M ?jUiX

108 1000 14 750uO

10 0 37  1 5    3 5 U u l Bu k u

n m fn ^ ^ m t 600 10 0

U M R tｫ  108 .08 13 14 X JUU U i13 3 10

10

W  : 0 .26  7 0 50 0 Lo cal Bu dp i 16 0 M P

U P

M l

0 48  30    2 0 120 0    i.-c.J B udget         1 5 10

2
i H

K oo Tta  N w c H oi   B a r     107 .6000 u t** f l 13   13 10

10

0 .38  40 200 0 L o cal Bo djtt 15 10 M P

U P

U P

U P

M P

107 7500 14 5 500 0 0 iio 0 36  1 5    150 50 Loc al bu dget 10 10

m Y iL ct K on T im

Y aM o E on T urn I

S. T i ij M o R igr 107 46 67 14 2 5000

Sj tt ay M o Rj y 0 0 000 0 000 00

Loc al B udget

Lo tjj iu-iatt

16 10

�" 10 602 0 33

40

[33

40

10

00

5 0    2 00 50 0 15 ;10

1 0 602 1 D ik C b o     K oo T iin K oii P fe ng  X U v B ui  108 20 00 1-1 3 300 0 i.65  2 0    50 100 0    L ow ! B uogtt :10

�"P TO W ^ ^ H W H U c  J U n T iJO .K o n P loaj X ｻ H cv  ,10 1 43 93 14 6 16 57

120 ｣0 3  2 0    5 0 ! 125 0 Lo c jil B ixk e: 5  !lO M S

r lCW O M
I
it/it. U & .   K ou Tiu .  |K o n P te og  I/X I& KM J  la M O M i il U .JU �"5

1

180  0 .3 1  100 J400 0 'Lo ci B udget ]｣�" 10 M P

M P



2.5農業･農村インフラ

(1)概況

地域では低地では水稲及び､メイズ､傾斜地ではメイズ及び陸稲が主に栽培されてい

る｡丘陵から山岳地では耕地面積が少なく,これは農家の経営規模を小さくし､また生

産性が低いために食糧の地域自給率を低くし,農家の所得を低くする要因ともなってい

る｡また傾斜地の無秩序な開墾は森林と流域環境の劣化を招いている｡しかし傾斜地の

開墾は耕地面積が少ない小規模農家にとっては自家消費分の穀類生産のために必然で

もあり,環境保全との兼ね合いにおいて困難性がある｡

生産性が低いもう一つの要因に低い港概施設整備率がある｡地域では約20%しか整備

されていないと推定され,土地利用率と生産性を高めるためには港概施設の整備は地域

にとって必須である｡

幹線道路はほぼ舗装整備されているが,山岳地では農産物を市場へ出すための流通通

路整備-の要望が高い現状である　EVNの配電線は幹線道路沿いに整備されているが,

少数民族が居住する山岳地は維持管理の困難性もあって整備されていない｡

（2）貯水池

人民委貞会の情報では新規に開発計画の対象となり得る貯水池サイトが存在するこ

とが確認された。また既存貯水池もあり、或る既存貯水池では幹線水路が整備中であっ

た。またリハビリの対象になる貯水池も存在すると思われる。道路整備と共に潅漑に対

する人民委員会の要望は高いことが確認された。

（3）潅漑水路

現在の潅漑施設整備率は人民委員会によると約20％であるが、潅漑省との協議で確認

する必要がある。従って天水田がほとんどであるが、一般に田越し潅漑が支配的で、田

一枚ごとの水管理は困難な状況である。整備中の幹線水路は、コンクリートライニング

されていたが、支線・末端水路についてはそのほとんどが土水路である。

（4）農道・アクセス道路

関係各省がその整備を最も望んでいる分野である。幹線道路はほとんど舗装されてい

るが、問題は支線以下および農道である。特に農道は狭い畔道しかなく、資材搬入や収

穫物の搬出に支障がある。また出荷に利用する支線道路も密度が不足しており、特に山

岳部からの農産物運搬に支障を来しており、省人民委員会の農道・アクセス道路整備に

対する要望は極めて高いことが確認された。

(5)農村電化

前述のように､ EVNの配電線は幹線道路沿いに整備されているが,少数民族が居住
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する山岳地は維持管理の困難性もあって整備されていない｡

今回の調査では,各省人民委員会の電化に対する要望は､道路や潅概設備､また学校

や病院といった基礎的なインフラ整備に対する要望よりも優先順位が低いことが判明

した｡しかしながら,電化の必要性を認識しているのは確かであり,また小水力発電所

からEVNグリッド-接続し,売電により収入増加を図る考えには各省で興味を示して

いた｡

以下に調査対象地域,農村の電化状況として､既設小水力発電所や開発ポテンシャル,

またグリッドの延伸状況を記載する｡それらの状況写真は巻末の現地写真集を参照され

たい｡小水力新設候補地点もあれば,リハビリや増設が可能な既設発電所,また,港混

用ダムの遊休落差を利用した水力開発が可能な地点もあり,これらの小水力開発と売電

を,貧困削減対策の一つのコンポーネントと考えることも可能である｡

(QuangNam省　Giang)

<Lang Ro発電所>

HPCのデータによれば,出力60Kwであるが,実際は50kwで設計されたところ,水量不足

により5kwの出力しか出なかった｡現在では,鉄管,発電所等すべて撤去されている｡

<HaRa発電所>

HPCデータによれば,出力200KW (Ra発電所)である｡実際は360kwの発電所である

が､水量不足のため,雨期でさえもIOOkw程度の運転しかできなかった｡

(Quang Nam省Phuoc Son)

<Dak Sa発電所>

落差60m,出力600kw (200kw×l, 400kw×l)の水力発電所｡周辺のCommuneに電力を

供給している｡設計はダナン総合大学のエンジニア,運転･管理は人民委員会で実施して

いる｡スペアパーツ等は,必要に応じダナン市で購入する｡

現在400kwのユニットは故障して停止している｡ダナンからエンジニアが来たが修理はで

きなかった｡

乾期には水不足によりフル出力で運転ができなくなる｡

<XaE発電所>

落差10m程度を利用した10kwの小さな発電所｡近くのCommuneに電気を供給していたが,

EVNの配電線が延伸されたことにより,使われなくなった｡現在鉄管等の残骸が放置され

たままになっている｡

<XaGa開発地点>

HPCのリストによれば,落差120m,使用水量1.15m3/sec,出力900kwの水力地点である｡

近傍に村が点在しているが,既にEVNの配電線が通っている｡
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(Kon Turn省)

<Kon TurnCity近傍の澄渡用ダム>

ダム高18mの潅漑用ダムから放流される水と落差(I5-20m)を利用して､発電が可能で

ある｡このような港概施設の遊休落差を効率的に利用できる地点は,数多くあると考えら
れる｡

(Kon Turn省　KonPlong)

<Vi Ko Long発電所>

滝の落差を利用した出力10KWの発電所｡現在は運転していないo

<Kon Dao発電所>

落差10.5m,使用水量6.9m3/s早c,出力570Kw (210kwXl､ 360kwXl)の発電所｡ 3人の

オペレータが3シフト制で24時間運転している｡当初人民委員会で建設したが,現在はEVN

傘下の配電会社PC3により運転･管理がなされている｡河川流量も多く,データを見てみ

ないとはっきりは言えないものの,発電所を増設できる可能性もある｡

2．6中部地域に対する政府の開発姿勢

（1）中部沿岸地域

ほとんど毎年洪水などの自然災害が発生する地域である。地形的に河川が短く、かつ

勾配が急である。このため鉄砲水タイプの洪水と干ばつが発生する。さらにこの地域は

ヴイヱトナム戦争の激戦地であったため、戦争被害の影響や生産・生活インフラの整備

が他地域に比較して顕著に後れており、住民の貧困度も高く、ヴイヱトナムでは北部山

岳地と並んで貧困地域として位置づけられている。

（2）中部高原地域

全体に水資源インフラに乏しい地域である。山岳・丘陵地域であるため地形・土壌

条件からも稲作適地が限定され、また土地の生産性も低く、貧困農村が多い。ヴイエト

ナム政府としては、本地域を貧困農家の新規入植地として開発することを計画しており、

農業・農村開発の最重点地域の一つとして位置づけている。
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3．マスタープラン調査の概要

3．1計画目標

マスタープラン調査の主な目標は、以下の通りである。

貧困緩和及び省内の所得格差是正

農家の生計向上

流域環境の保全に配慮した営農技術の普及

農業生産の安定と流通条件の改善

地域住民の生活環境改善

森林資源及び流域環境の保全

3．2開発戦略

現地調査及び関係3省の人民委員会との協議を通じて以下のことが確認された。

中部地域は国内でも貧困地域であるため,貧困対策が必要｡省として整備したいの

は,道路を中心とするインフラ及び農業基盤である｡電化の優先順位は高くない｡

農家の経営面積は山間のため小さい｡このため傾斜地まで無秩序に開墾され,メイ

ズ,陸稲,キャッサバなどを栽培している｡これが森林の劣化･流域の荒廃を招い

ている｡

ヴイエトナム電力(EVN)の配電線は幹線道路沿いにかなり山間部にまで整備されて

いる｡地方でも中心部では既に電化されている｡

更に奥地の少数民族が住む辺境地では電化の需要があると聞いた｡しかしこのよう

な辺境地では農家が散在し,配電コストが高くなり,効率も良くない｡従ってマイ

クロ水力または,太陽光のような分散型電源による電化が考えられる｡また建設後

には,維持管理を農民自ら実施するように,トレーニングや住民参加型の開発が必

要となる｡

港概面積率は20%以下と推定される｡天水栽培が支配的である｡

米収穫後の乾燥は路上で行われている｡

精米設備は老朽化あるいは未整備である｡

農産加工は見られない｡

山間部では新規に開発するような農地は見られない｡

シナモンは地域の特産物で,重要な輸出産物の一つである｡胡板､茶園も見られた｡

家畜は肉牛が主に飼養されている｡

森林は無秩序な伐採,開墾により劣化してきている｡

省人民委員会としては日本に何か援助して貰いたい期待感は確かに持っている｡

以上のような条件のもとで、地域が抱える貧困、森林資源保全・流域保全（山は急峻で、
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鉄砲水が発生していると思われるような大きな転石が見られた）などに関する対策案策定、

既存の電気を利用した農産加工・収穫後処理施設（籾乾燥・精米、製粉、ライスペーパー、

シナモン加工、胡椒加工など）などの計画立案、渓流利用の谷地田における小規模産概、

飲料水施設、農道などのインフラ整備計画などを含む“給合農村整備事業”が地域の開発

構想として適切と考えられる。

3．3主要開発コンポーネント

（1）小規模潅漑施設整備

雨期と乾期の稲作面積を比較すると、乾期の作付面積は潅漑施設整備の後れにより低い

ことが確認できる。主食である米の省内の自給率を高めるため谷地田整備とともに、溜

め池建設及び既存潅漑施設のリハビリを計画する。新規潅漑施設整備については潅漑省

及び関係人民委員会と協議し、調査する必要がある。

（2）農道・流通道路整備

前述の通り′、この分野に対する各人民委員会の要望は高い。既存の幹・支線道路のネッ

トワークを考慮すると共に出荷・流通に資する道路体系となるよう使用運搬車種、交通

量、農業機械なども考慮して計画する。

（3）収穫後処理施設整備

既存の小規模な精米所は老朽化している。農家は一般に自家で精米している。また乾燥

処理は道ばたで天日乾燥しており、降雨にさらされることもあり水分調整など品質保持

が難しい状況である。

（4）農村環境施設整備

飲料水供給施設が整備されている世帯は一部にとどまっており、渓流取水、井戸取水な

どが一般的である。水汲みは婦女子の労働となっており、女性は多くの仕事を行うこと

が農村では一般化しているため、過重な労働を強いている。多目的な集会所の建設は、

生活改善、農業普及、女性の地位向上、環境教育などの面で有効と考えられ、農村環境

の改善に貢献することが期待できる。

（5）植林事業・村落林造成事業

既存の森林を保全林、生産林に区分、植林対象域を明確にする。また薪取りが可能な森

林域を指定するとともに、村落林の造成・拡大を計画する。このようにして住民が利用

し得る森林と保全すべき森林のの使い分けをし、保全林の劣化を防止し、拡大を図る。
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（6）環境保全型農業

耕地面積が限定されているため、住民による無秩序な森林伐採・焼畑・傾斜地開墾が行

われ、環境の劣化が進行している。一部で等高線栽培が見られるが一般化していない。

持続的な農業、環境保全、流域復旧のためには水源地域に居住する住民による環境保全

型農業の実践が重要な役割を果たす。そのため環境保全型農業の普及サービスの強化、

環境教育などを行い、無秩序な開墾を行わない、裸地を作らない、傾斜地では等高線栽

培を徹底する、など農民に対して啓発する必要がある。

（7）農民組織強化

個々の農民ではなく地域の総意として環境保全型農業の確立が重要であることを啓発

する。このため住民組織に対して森林の持続的な利用、環境保全と住民生活の関連、森

林保全の必要性、環境教育、環境保全型農業の重要性などについて啓発する。また公平

な水配分、持続的な維持管理に向けて既存水利組織の強化を行う。

(8)農村電化及びEVNへの売電

地方の未電化農村を,分散型電源(マイクロ水力発電所)により電化する.これにより,

農村地域の生活環境改善を図る必要がある｡

一方, EVNが既に配電線グリッドを伸ばし電化がなされている地域では､既設小水力

発電所のリハビリや増設,また潅漑用ダムの遊休落差を利用した発電により得られる電

力をEVNへ売電し,地域の雇用拡大,所得向上に結びつける可能性も考えられる｡こ

の際,上記農民組織強化と合わせ,建設後の運転･維持管理に関するトレーニングを実

施する必要がある｡

3．4調査の目的及びゴール

（1）調査の目的は、関係3省を対象とした総合農村整備に関わるマスタープランの実施。

（2）選定された地域におけるフィージビリティ　スタディの実施。

（3）調査期間中アサインされるカウンターパートに対しては、調査団と行動を共にして

調査活動を行うなかで、総合農村開発事業に関する調査手法、計画立案手法等に関

する技術移転を行う。

（4）M／P、F／S調査を実施する目標は、流域環境保全、地域経済及び農家所得の向上、生

活環境改善である。長期的なゴールは、国家経済の向上、及び社会の安定である。

3．5　事業計画の優先性

中部地域は毎年洪水や干ばつなどの自然災害に見舞われる地域である。また地域は農業

生産基盤、生活インフラの整備が後れており、ヴイエトナムでは北部山岳地と並んで貧困地
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域として位置づけられている｡土地の生産性も低く､ヴイエトナム政府は､本地域を農業･

農村開発の最優先地域の一つとして位置づけている.

ヴイエトナム政府は､貧困地域住民の生活水準を向上させるため,農業･農村開発を

重要課題としている｡生産向上支援､貧困な少数民族-の援助､農林業の振興､インフ

ラ整備などが含まれている貧困削減政策　Hunger Eradiation and Poverty

Reduction:HEPR)が策定されているように本事業のような地域住民の農業生産通じた

生計向上,生活環境改善計画に対する優先度は国家の農業政策のなかでも高い(

3.6マスタープラン調査のTOR

(1)調査地城

調査対象地域は中部地域の3省(カンガイ,コンツム､カンナム)をカバーする｡フィ

ージビリティ調査の対象地区はこの中からいく?かの基準を用いて選定する｡

(2)調査の内容

調査はphaseIとphasenの二段階で実施し､各々の調査内容は以下の通りである｡

1)PhaseI調査:以下の調査･検討を行い, F/S対象地区を選定する｡

関係3省の自然資源,特に土地,水,森林資源,農業についてのポテンシャルと保全,

利用､荒廃状況のインベントリー調査を行う｡主なインベントリー項目は以下の通り｡

･土地資源;小流域あるいは省ベースの土壌及び土地分級,省ベースの土地利用と農地

利用､農地利用に関連した作物生産､栽培方式､家畜飼育状況,土壌侵食状況｡

･水資源;降雨分布,河川水系別の流出量､洪水量,渇水量､流出高,堆砂量,また既

存及び計画の水資源開発事業の分布(大,中,小規模藩政事業,小規模水力発電事業等) ､

洪水､湛水状況,荒廃している小河川水系｡

･森林,小流域ベースの保安林の分布,荒廃した森林地区｡

･農村インフラ;道路､学校,医療施設,飲料水施設,電化率､収穫後処理施設など｡

(1)上記インベントリー結果に基づく省,郡ベースの自然資源保全,営農,社会経済上の

問題点摘出と,緩和､改善対策の検討

(2)自然資源の管理及び評価方法の検討及び中部地域の自然資源管理政策と各関係機関に

おける管理方法や資金の検討

2)PhaseE調査: F/S調査

(1)農地利用､農地配分,村落地域､コミニュティーセンター､インフラストラクチャー
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等の配置を考慮に入れた土地利用及び管理計画

（2）水資源既存量、利用可能量、既存及び計画の水利施設、水需要量、水配分等に基づく

水資源開発、管理計画

（3）既設設備、潅漑設備を利用した水力発電計画と地方電化計画

（4）森林保全、森林再生、村落林等の計画、また森林の利用計画

（5）作物栽培と家畜飼育に基づいた農業開発計画

（6）地域住民の生活環境改善を図るための診療所、学校、集会所、農産加工場、市場など

農村インフラ計画

（7）農民組織の設立強化計画

（8）農業普及強化計画

（9）自然資源保全のための農民参加計画

（10）事業費、事業評価
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4．総合所見

中部沿岸地域における農業生産の向上、農家の生活改善、地域経済の持続的発展のた

めには自然災害対策、即ち森林復旧、流域保全、河川管理、土地利用を含めたかんがい

排水システムの構築が不可欠である。中部地域には年間降水量や作付多様化のための土

地資源、さらには優れた観光資源が多く存在している。干ばつ、洪水対策及び農村イン

フラ、農業用水や上工水の安定供給のための施設整備、海岸部における海水浸入対策な

どを進めることにより地域経済の発展が期待できる地域である。

中部高原地域は山岳・丘陵地であるために農業適地が少なく、水資源インフラも乏し

く、北部山岳地域と並ぶ貧困地域としてヴイエトナムでは知られている。政府は本地域

を農業・農村開発の最重点地域に一つとして重要視している。その開発の成否は、安定

的な農業用水の確保を前提とし、流域環境にも配慮した適正な営農技術・栽培体系の定

着、農民の組織化、市場アクセスの改善（農道整備等）、農村インフラ整備が鍵となる。

関係3省の人民委員会はいずれも地域がヴイエトナムでも知られた貧困地域であるこ

とを認識しており、農業・農村整備の実施を通じて地域全体の底上げを強く望んでいる。

よって本案件調査の実施は関係3省の流域環境保全、地域経済及び農家所得の向上、

生活環境改善に資するばかりでなく、3省とほぼ同様の自然条件・社会経済条件、貧困

条件にある中部地域の他の省における農業・農村開発計画のモデルとして波及効果も期

待できる開発調査案件として意義がある。
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D.現地写真集

E.行政区分図



A.調査団員及び調査日程

小泉英男（株）三祐コンサルタンツ　海外事業本部　顧問

入矢狷介（株）三祐コンサルタンツ　海外事業本部　参事

大貫　学（株）東京電力　建設部　海外事業グループ　副長

月 日 曜 日 小 泉 入夫 大貫 宿 泊地

7 8 月 東京→H anoi 東京一→H anoi ハノイ

7 9 火 大使館､M A R D 表敬 ･

打 合 せ ､ 移 動
(H a →D anang)

大使館､ M A皿 表敬 ･

打 合 せ ､ 移 動
(H anoi→D anang)

ダナン

7 l0 水 D anang 市､ Q uang N am

省､ Q uang N gai省表

敬 ･調査協力依頼

D anang 市､ Q uang N am

省 ､ Q uang N gai省表
敬 ･調査協力依頼

ダナン

7 l l 木 Q uang N am 省 Q uang N am 省 ナ ム ジ ヤ
N am G iang 現地調査 N am G iang 現地調査 ン

7 12 金 Phuc Son 現地調査 Phuc Son 現地調査 フクソン

7 13 土 Phuc Son 現地調査 Phuc Son 現地調査 ダナン

7 14 日 移動 D ananag→ K On

T urn )

(D ananag-サK on

Turn )
コンツム

7 15 月 K on Turn 省 K on P long
現地調査

K on Turn 省 K on Plong

現地調査
コンツム

7 16 * K on Turn 省 D ak T o現 K on Turn 省 D ak T o 現 コ ンツム′
地調査 地調査 ブレイク

7 17 水 K on Turn 省 D ak Gーei

現地調査
7○レイク→ホーチミン→東京 コンツム

7 18 木 K on Turn 省 D ak G lei

現地調査
プレイク

7 19 i? 移動 (P leik→D anang) I ダナン

7 20 土 資料整理 ダナン

7 2 1 日 資料整理
I ダナン

7 22 月 Q uang N am it T ra M y

現地調査
チャミー

7 23 火 Q uang N am 省 Tra M y

現地調査
ダナン

7 24 水 D anang 市 ､ H oa V an

D aiLoc 現地調査

東 京 → H anoi →

D anang
ダナン

7 2 5 木 Q uang N gai省 T ra B ong 現地調査 チャボン

7 2 6 金 Q uang N gai省 T ra B ong 現地調査 ダナン

7 27 土 資料整理 ダナン

7 2 8 日 移動 (D anang→Q uang N gai) カンガイ

7 2 9 月 Q uang N gai省 Son H a現地調査 カンガイ

7 30 �"f: Q uang N gai,Q uang nam ,D an ang 市調査 ダナ ン

7 3 1 水 Q uang N am 省 H ien 現地 調 査
I �">' -f- :-

8 1 木 移動 (D anang→ H anoi) ハノイ

8 2 金 H P C 訪問､ ハノイ農業大学､ バ ンコク､

H anoi-→B angkok H anoi→香港 香港

8 3 土 B angkok→東京 香港→東京
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B．面談者一覧

1.日本側関係者

宮川賢治　　　　　　　　　書記官(日本大使館)

内藤邦彦　　　　　　　　　JICA専門家(MARD)

杉浦美代二　　　　　　　　JICA専門家(ハノイ農業大学)

幸村秀樹　　　　　　　　　JICA専門家(ヴイエトナム電力)

2.ヴイエトナム側関係者

2.1カンナム省人民委員会

Mr. Le Minh Anh　　　　　　Vice Chairman, People's Committee

Mr. Tran Trong Kmam Expert lndus仕y of Administration Office

Mr.Phan Vu Dang Quan Expert of Power Development

Mr. Le Van Hue Expert of Industrial Development

Mr. Huynn Thimy Ngan Expert of Plan and Investment Dept.

Mr.Nguen Thu Deputy Manager of A血山Iustration

2．2カンナム省ナムジャン県人民委員会

Mr.Huynh Ngoc Luc Deputy Manager of Administration Office

Mr.TranCong Trung Manager of the Board Engineering Construction

Mr.Iran Thien Hai Manager of the Board Engineering Construction

Mr.Dang Ngoc Phuing Deputy manager of Plan and Investment Department

2．3カンナム省フクソン県人民委員会

Mr.Nguen Due Tho

Mr.Noi Duong Phong

Mr.Nguen Phum

Mr.Nguen Van Thanh

Mr.Tran Thanh Hai

Mr.Huynh Kim Hoang
M r.Pham Van Son

Vice Chairman of People's Committee

Manager of Plan and Investment Office

Manager of Agriculture and Development office

Deputy Manager of Administration Office

Expert of Administration Office

Officer of Hydro Power Station

Officer of Police Bureau

2．4カンナム省チャミ一県人民委員会

Mr.Le Ngoc Kics Vice Chairman

Mr.Bai Van Tan Manager of Planning Department

Mr.Nguen Khac Manager of Administration Office
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Mr.TranDinh Vinh Manager of Administration Department

Mr.Trinh Minh Ky Expert of Administration Department

2．5カンナム省ヒエン県人民委員会

Mr.VoVan Vinh

Mr.Nguen Cong Thanh

Mr.Nguen Ngoc Thach

Mr.Duong Sau

Mr.Nguen Van Vui

Mr.Ho MaNhi

Vice Chairman

Managerof Administration Office

Managerof Planning and Investment

Deputy Manager of Agriculture and Rural Development

Department

Expert of Administration Office

Managerof Mini-Hydro Power Station

2．6カンガイ省人民委員会

Mr.Nguen Xuan Hue

Mrs.Le Bich Dien

Mr.Ngo Huan

Mr.Tuong Quang Tuong

Mr.Nguen Vuong

Mr.Nguen Minh Tri

Mrs.Huynh Thi Phuong Lan

Vice Chairman

Deputy Director of Industrial Dept.

Deputy Director of Agriculture and Rural Development

Department

Chief of Foreign Affairs Division

Chief of Foreign Economic Division

Expert of Foreign Affairs Division

Expert of Foreign Affairs Division

2．7チャボン県人民委員会

Mr.Ngo Huan

Mr.Vo Minh Tarn

Mr.Pham Hong Thuy

Mr.Ho Van The

Mr.Nguen Dang Thien

Mr.Dao Quang Vinh

Vice Director of Agriculture and Rural Development

Department

Expert of Agriculture and Rural Development Department

Vice Chairman

Vice Chairman

Chief of Agriculture Department

Chief of Administration Department

2．8ソンファ県人民委員会

Mrs.Dinh Thi Loan Chairman

Mr.Dinh Coi Deputy Manager of Administration

Mr.Dinh Van Lien Chief of Agriculture and Rural Development Department

Mr.Truong Xuan Quang Expert of Agriculture and Rural Development Department
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Mr.Phan Chau Trinh

Mr.Tran Van Tan

2.9コンツム省人民委貞会

Mr.Tran Quang Vmh

Mr.Nguen Dinh Giap

Mr.Nguen Trong Hao

Mr.I ran Suyen

Mr. Tran Xuan Trach

Mr.Nguen Hung

Mr.Pho Phong

Mr.Hu叩in Trung Hieu

2.10ダナン市人民委員会

Mr.Lam Quang Minh

Mr.Ngo Ngoc Tarn

Ms.Phan Quynh Huong

2. 11HydrpowerCenter

Mr.Hoang Van Thang

Manager of Industry, Construction and Transportation Dept.

Expert of Industry, Construction and Transportation

Department

Vice Cnairm山I

Deputy Director of Agriculture and Rural Development

Department

Deputy Director of Planning and Investment Department

Deputy Director of Power Department

Deputy Director of Industrial Department

Officer of Administration Office

Deputy Director Technical, PC-3

Chairman, PC-3

Vice Director of Planning and Investment Department

Chairman ofPeople's Committee ofHoa Van District

Protect Development Division

Vice Director ofHPC
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C-1貧困層により指摘された問題点･貧困の原因

C-2社会経済の状況

C-3農業生産

C-4家畜頭数



C－1貧困層により指摘された問題点・貧困の原因

問題点 原因

1．慢性的飢餓

土地不足。痩せて生産性が低い土地。非生産的な土地の所有形
態

－　 税金、諸料金及び寄付金による支出の負担
－　 抹養家族の数に対する労働者の不足
農外セクターにおける労働機会の不足

一　 競争の激 しい労働市場と未熟練労働者への長期的安定の不足
（都市）

－　 脆弱な生活基盤 （3 を参照）

2．一般的な飢餓
－　 病気または投資の失敗などの危機への対処能力の不足
－　 貧困世帯の所得多様化過程に生じる高いリスク

3．脆弱な生活基盤

家計の
多様化

を制限
する原

因

技術や市場に関する情報の不足 （言語や識字への制約
によりさらに悪化）
投資資本への限られたアクセスや負債への不安
リスクや失敗による困窮

ー　 労働力不足
市場か らの隔離 （食糧自給への依存度の上昇）

－　 干ばつ、洪水による農作物の不作及び家畜疾病の頻発
－　 不安定な労働市場 （都市）、非農業セクターにおける労働機会
の不足 （農村）

4．債務

フォーマルセクターによる財政サービスへの限 られたアクセ
ス。フォーマルセクターにおける貧困層のニーズにあった財政
サービスの不足。リスクが少なく、利益が高い貯蓄制度への限
られたアクセス。金利及び債務元金返済のための現金収入の不

足。

5．公益サー ビスヘ

一般情報の不足。情報への限られたアクセスによる政府プログ
ラムに関する知識の不足。
H E PR ．クレジットなど政府からの助成金が、強いコネを持つ世

帯に優先的に供給 されている状態
の限 られた アクセ －　 遠隔地における居住

ス －　 特に保健医療、教育サービスへのコス トが高くニーズに適さな

い状態
－　 地位 （都市における国内移民）や性別 （世帯主をターゲットに
したサービスなど）による疎外

6．疎外、孤立、軽視

－　 貧困、民族、ジェンダー、法的地位、出身、非社会的行動によ

る疎外、劣等感による自己疎外
－　 物理的に遠隔地や仕事量に起因する孤立

軽視 さ

れ る理
由

限られた語学能力、より広い社会に関する理解や経験
の不足、所属する社会の意志決定過程における参加不

足
コミュニティ代表者の語学力 ・識字力不足など及び行
政機関による貧困コミュニティ代表者の軽視
女性及び特定の少数民族グループの代表者によるコ
ミュニティの意志決定過程への不十分な参加状況
非競技型、非参加型、非透明的なリーダーシップスタ

イル
意志決定を行 う会合への女性の不参加など
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7．健康不良 －　 保健サービスの不足 ：保健教育の不足、栄養不足、衛生不良、
安全な飲料水への限られたアクセス、健康に害を及ぼす畜産技

術、喫煙、アルコール中毒、麻薬中毒など
治療に関わる問題 ：治療費及び治療にかかる間接経費が払えな
いこと、医療費免除 ・扶助の対象外であること （都市の国内移

民）、自己治療及び薬の自己処方、不安定な医療サービスの質
ジェンダー ：加重労働、多産に起因した問題、IU D に起因した

問題、夫による暴力

8．低い教育レベル

高い教育費 直接費用 ：授業料 （初等教育については少数民
族やインフォーマル教育は授業料免除の場合有
り）、学校建設費、保険料、制服、教科書、文
房具、食費
機会費用 ：児童労働

＿　 不適切なカリキュラム、第2 言語による授業 （少数民族）、教
育の質の低さ、両親の教育への関心の低さ、非農業セクターに
おける就労機会が少ないために教育の有効性の欠如、女子教育
は嫁ぎ先の財産にしかならないという考え方

9．情報の不足
低い識字率、低い言語能力、低い教育レベル
ラジオを所有していないこと、メディアへの限られたアクセス
通信 ・情報の断絶

10．低品質の住宅
－　 住宅投資のための資金不足、都市計画による居住区移動などの

不安
11．不安定な家族環 ス トレスに起因する酒乱 （家庭内暴力、両親の喧嘩や離婚など

境 の問題が子供の不安材料として上げられている）

12．ジェンダー （特
に女性）に特化
した問題

－　 過重労働及び避妊方法に起因する問題による健康上り問題
－　 酒乱 ・経済的ストレスに起因する家庭内暴力
－　 家庭内における決定権の低さ、家計に関する権利の低さ
法的問題 （死亡した夫名義の土地を妻に委譲することが難しい
こと、担保にする土地がないことからフォーマルクレジットが

制限されること）
－　 低い言語能力や社会的孤立に起因する少数民族女子女子の教

育の後れ

13．移住 （国内移民）

に特化 した問
題

低い社会資本、社会への参加性の低さ
何らかの使用目的に充てられている土地における居住
麻薬や犯罪への関与

永住権の不

貧困層のためのクレジットなど政府プログラム
へのアクセスの制限
安定した就職に伴う困難

獲得 に起因 財産所有及び公益サービスへのアクセスに伴う

する 困難
ー　 教育及び保健医療サービスの料金免除が受けら
れないこと

14．劣等感

－　 貧困世帯への浮遊世帯や地方政府役人の差別的な態度

負債とお金を借りる人から与えられる屈辱感
－　 麻薬、酒乱、賭博への関与

出典　Voice of the Poor, Synthesis of Participatory Poverty Assessment (World Bank 1999)
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C-2社会経済の状況

地域別貧困世帯比率

地域 貧 困世帯数 ’ シェアー 貧困世帯率

（1，00 0戸 ） （％） （％）

西北 山岳地域 14 6 5．2 3 4．0

東北 山岳地域 51 1 18．3 2 2．4
紅河デルタ地域 337 12．0 9．8

北 中部地域 55 4 19．8 2 5．6

中部沿岸地域 38 9 13．9 22．2
中部高原地域 19 0 6．8 2 4．9

南東地域 18 3 6．5 8．9

メコンデルタ地域 49 0 17．5 14．2

全 国 2，80 0 10 0．0 17．2

都市と農村における貧困率

全 国平均　　　　　　　　　 都市 農村

19 9 3 19 98　　 く　 19 9 3　 t　 19 9 8 19 9 3 19 9 8
食 糧貧困率 2 4．9 15．0　　　　 7．9 　　　　 2．3 2 9．1 18．3

貧 困率 58 ．1 37．4 蓼　　　　 2 5．1 9．0 6 6．4 4 4．9
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地域別農業指標の比較

農 家 世 帯 数

(1 ,0 0 0 戸 )

農 地 面 積

(1 ,0 0 0 h a )

1 世 帯 当 た り 農 業 農 業 農 地 1 h a 当 た り 1 世 帯 当 た り 農 村 貧 困

農 地 面 積 労 働 力 生 産 額 農 業 生 産 額 農 業 所 得 世 帯 率

(h a ) 1 ,0 0 0 人 ) (1 0 億 ドン ) (1 ,0 0 0 ドン ) (百 万 ドン ) (鶴)

全 国 l l ,1 9 9 8 ,0 8 0 .2 0 .7 2 2 5 ,2 5 7 1 1 3 ,2 6 9 .2 1 4 ,0 1 8 2 2 .6 1 5 .9 6

韮 語 l+ - 北 部 山 岳 1 ,8 3 2 8 8 5 .4 0 .4 8 4 ,1 1 9 l l ,5 6 9 .7 1 3 ,0 7 6 2 0 .2
19 .7

3 3 3 3 14 .9 0 .9 4 8 7 4 2 ,0 3 1 .5 6 ,4 5 1 2 1 .3

紅 河 デ ル タ 2 ,6 4 1 6 7 1 .8 0 .2 5 4 ,9 9 5 2 1 ,0 4 1 .6 3 1 ,3 2 1 2 2 .7 8 .6 5

北 中 部 沿 岸 1 ,6 6 8 6 7 5 .9 0 .4 1 3 ,5 3 4 1 0 ,9 1 0 .3 1 6 ,1 4 2 8 .5 2 1 .4 8

き払二 事
I

1 - i �"0:
SgaaSiBHwaBBas

m E≧…JJ≡≡t1 JtV FM 邑批YP､('j} t }
南 衷 部 1 ,0 10 1 ,6 4 4 .0 1 .6 3 2 ,3 7 2 1 5 ,2 7 3 .3 6 ,4 4 0 2 9 .2 7 .4 3

メコン デ ル タ 2 ,3 4 8 2 ,7 0 4 .0 1 .1 5 6 ,1 8 3 3 9 ,1 4 8 .9 1 4 ,4 7 8 2 6 .3 1 1 .7 4



土地利用

(1 ,0 0 0 h a

農 用 地 森 林 特 用 地 住 宅 地 そ の 他 主 計

全 国 9 ,3 4 5 .4 l l ,5 7 5 .4 1,5 3 2 .8 4 4 3 .2 1 0 ,0 2 7 .3 3 2 ,9 2 4 .1

紅 河 デ ル タ地 域 8 5 7 .6 1 19 ー0 2 3 3 ー0 9 1 .3 1 7 7 .9 1 ,4 7 8 ー8

北 東 部 地 域 8 9 7 .9 2 ,6 7 3 .9 2 0 4 .2 5 8 .8 2 ,6 9 7 .8 6 ,5 3 2 .6

北 西 部 地 域 4 0 7 .4 1,0 3 7 .0 5 8 .5 1 5 .5 2 ,0 4 5 .3 3 ,5 6 3 .7

北 中 部 地 域 7 2 5 .3 2 ,2 2 2 ー0 2 3 1.3 5 2 .8 1 ,9 1 8 .7 5 ,1 5 0 .1

南 中 沿 岸 部 地 域 5 4 5 .6 1,1 6 6 .3 2 1 1 .9 3 2 .4 1 ,3 5 0 .5 3 ,3 0 6 .7

中 部 高 原 地 域 1 ,2 3 3 .6 2 ,9 9 3 ー2 1 3 7 ◆1 3 3 .1 ≦ 1 ,0 5 0 .6 5 ,4 4 7 一6

東 南 部 地 域 1 ,7 0 7 .8 1 ,0 2 6 .2 2 3 3 .3 5 8 .1 4 4 7 .9 3 ,4 7 3 .3

メコン デ ル タ地 域 2 ,9 7 0 .2 3 3 7 .8 2 2 3 .5 1 0 1 .2 ≠ 3 3 8 .6 3 ,9 7 1.3

人 口 世 帯 数
総 所 得

(L O O O V N D )

1 人 当 た り所 得

(L O O O V N D

H a G ian 2 5 3 ,2 6 4 4 1 ,0 2 0 3 6 3 ,6 1 0 1 .4 3 6

T uy e n Q u an g 16 3 ,3 16 2 7 ,9 7 2 2 4 8 ,14 1 1 .5 19

C a o B a n g 16 9 ,5 0 9 2 8 ,6 7 6 2 5 4 ,13 9 1 ◆4 9 9

L a n g S o n 1 56 ,19 6 2 5 ,9 0 6 2 2 9 ,70 8 1 .4 7 1

Q u a n g N m h 5 5 ,9 8 0 10 ,5 9 1 9 3 ,9 4 3 1 .6 7 8

T h a i N g u y e n 4 0 ,3 9 0 7 ,5 5 1 6 6 ,9 6 7 1 .6 5 8

B ac C a n 8 8 ,6 4 8 15 ,2 9 6 1 3 5 ,6 7 6 1 .5 3 1

Y e n B a i 1 3 9 ,3 2 6 2 3 ,0 9 4 2 0 4 ,8 7 8 1 .4 7 0

V in h P h u c 3 ,6 2 2 7 8 5 6 ,9 6 1 1 .9 2 2

P h u T h o 2 4 3 ,9 2 4 4 8 ,56 2 4 2 7 ,6 2 4 1 .7 5 3

H o a B m h 8 9 ,6 3 6 16 ,0 5 7 1 4 2 ,1 4 1 1 .5 8 6

S o n L a 3 2 0 ,17 7 4 7 ,3 7 2 4 1 4 ,2 7 3 1 .2 9 4

L a i C h a u 2 4 1 ,6 4 5 ミ 3 4 ,2 1 5 3 0 3 ,0 9 9 1 .2 5 4

L a o C a i 】 1 7 7 ,7 7 3 2 6 ,3 9 7 2 3 4 ,0 6 9 1 .3 1 7

T h a n h H o a i 3 7 9 ,6 2 4 6 8 ,6 9 4 6 3 3 ,0 6 3 1 .6 6 8

N gh e A n 1 5 9 ,2 2 6 2 4 ,6 7 5 2 2 5 ,2 2 3 1 .4 14

H a T in h 16 ,9 3 5 3 ,5 9 8 3 2 ,7 7 5 1 .9 3 5

Q u an g B in h 2 1,7 13 4 ,0 4 4 3 7 ,3 2 7 1 .7 19

Q u a n g T ri 14 ,08 8 2 ,4 8 0 2 2 ,8 9 6 1 .6 2 5

T h u a T h ie n H u e 3 ,5 7 2 6 8 3 ,5 0 5 0 .撃 1

Q u a 由 ≡如1mi ≡ 2 2 ★ご 3 ⊥5 7 4 0 ,7 17 十 ⊥8 2 7

ォW *Tサ ‥身油

G ia L a i 5 7 ,60 7 1 2 ,0 8 5 14 9 ,0 2 1 2 .5 8 7

D a k L a k 13 ,4 7 0 2 ,6 0 7 3 3 ,5 9 1 2 ー4 9 4

ト o n i 廿m 15 .3恥 l it †三萱㌻…≧㌻二2 ;6 9才■

B m h D m h 2 ,5 2 3 5 0 5 5 ,7 6 0 2 .2 8 3

P h u Y e n 2 2 ,0 10 3 ,3 9 8 3 7 ,8 8 4 1 .7 2 1

T ay N m h 1 ,08 8 2 4 4 7 ,2 3 7 6 .6 5 2

D o n g T h ap 4 ,6 7 9 9 5 0 1 2 ,19 3 2 ー6 0 6

B e n T re 9 5 0 2 2 4 2 ,8 7 5 3 .0 2 6

V m h L o n g 1 ,2 7 0 ミ 2 6 9 3 ,4 5 4 2 .7 2 0

T ra V in h 1 ,9 0 2 1 3 9 3 5 ,0 4 5 2 .6 5 2

S o c T ra n g 4 ,2 13 79 0 1 0 ,1 7 8 2 .4 16

A n G ian e 2 ,2 6 9 4 7 5 6 ,0 9 7 2 .6 8 7
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人口の推移

（1，000人）
計　 男 女 都 市 農 村

1 9 9 0 6 6 ，0 1 5 3 2 ，2 0 2 3 3 ，8 1 3 1 2 ，8 8 0 5 3 ，1 3 5

1 9 9 1 6 7 ，2 4 2 3 2 ，8 1 4 3 4 ，4 2 8 1 3 ，2 2 7 5 4 ，0 1 5

1 9 9 2 6 8 ，4 4 9 3 3 ，4 2 4 3 5 ，0 2 5 1 3 ，5 8 7 5 4 ，8 6 2

1 9 9 3 6 9 ，6 4 4 3 4 ，0 2 8 3 5 ，6 1 6 1 3 ，9 6 1 5 5 ，6 8 3

1 9 9 4 7 0 ，8 2 4 3 4 ，6 3 3 3 6 ，1 9 1 1 4 ，4 2 5 5 6 ，3 9 9

1 9 9 5 7 1 ，9 9 5 3 5 ，2 3 7 3 6 ，7 5 8 1 4 ，9 3 8 5 7 ，0 5 7

1 9 9 6 7 3 ，1 5 6 3 5 ，8 5 7 3 7 ，2 9 9 1 5 ，4 1 9 5 7 ，7 3 7

1 9 9 7 7 4 ，3 0 6 3 6 ，4 7 3 3 7 ，8 3 3 1 6 ，8 3 5 5 7 ，4 7 1

1 9 9 8 7 5 ，4 5 5 3 7 ，0 8 9 3 8 ，3 6 6 1 7 ，4 6 4 5 7 ，9 9 1

1 9 9 9 7 6 ，5 9 6 3 7 ，6 6 2 3 8 ，9 3 4 1 8 ，0 8 1 5 8 ，5 1 5

2 0 0 0 7 7 ，6 3 5 3 8 ，1 6 6 3 9 ，4 6 9 1 8 ，8 0 5 5 8 ，8 3 0

2 0 0 1 7 8 ，6 8 5 3 8 ，6 8 4 4 0 ，0 0 1 1 9 ，4 8 1 5 9 ，2 0 4

人口成長率

計 男 女 都 市 農 村

1 9 9 0 1 ．9 2 1 ．9 4 1 ．9 0 2 ．4 1 1 ．8 0

1 9 9 1 1 ．8 6 1 ．9 0 1 ．8 2 2 ．7 0 1 ．6 5

1 9 9 2 1 ．8 0 1 ．8 6 1 ．7 4 2 ．7 2 1 ．5 7

1 9 9 3 1 ．7 4 1 ．8 1 1 ．6 9 2 ．75 1 ．5 0

1 9 9 4 1 ．6 9 1 ．7 8 1 ．6 1 3 ．3 3 1 ．2 9

1 9 9 5 1 ．6 5 1 ．7 4 1 ．5 7 3 ．5 5 1 ．1 7

1 9 9 6 1 ．6 1 1 ．7 6 1 ．4 7 3 ．2 3 1 ．1 9

1 9 9 7 1 ．5 7 1 ．7 2 1 ．4 3 9 ．18 －0 ．4 6

1 9 9 8 1 ．5 5 1 ．6 9 1 ．4 1 3 ．7 4 0 ．9 1

1 9 9 9 1 ．5 1 1 ．5 4 1 ．4 8 3 ．5 3 0 ．9 0

2 0 0 0 1 ．3 6 1 ．3 4 1 ．3 7 4 ．0 0 0 ．5 4

2 0 0 1 1 ．3 5 1 ．3 6 1 ．3 5 3 ．5 9 0 ．6 4

人口構造の推移

計 男 女 都 市 農 村

199 0 10 0．0 4 8 ．78 5 1．2 2 19 ．5 1 80 ．4 9

199 1 1 0 0 ．0 4 8 ．80 5 1．2 0 19 ．6 7 80 ．3 3

199 2 1 0 0．0 4 8 ．83 5 1．17 19 ．85 80 ．15

199 3 1 0 0 ．0 4 8 ．86 5 1．14 20 ．05 79 ．9 5

19 94 1 0 0 ．0 4 8 ．9 0 5 1．10 2 0 ．37 79 ．6 3

199 5 1 0 0．0 4 8 ．94 5 1．0 6 2 0 ．75 79 ．2 5

199 6 1 0 0．0 4 9 ．0 1 50 ．99 2 1 ．08 78 ．9 2

199 7 1 0 0 ．0 4 9 ．08 50 ．9 2 22 ．66 77 ．3 4

19 9 8 1 0 0．0 4 9 ．15 50 ．8 5 2 3 ．15 76 ．8 5

199 9 1 0 0 ．0 4 9 ．17 50 ．8 3 2 3．6 1 76 ．3 9

20 0 0 1 0 0 ．0 4 9 ．16 50 ．84 24 ．22 75 ．7 8

2 00 1 1 0 0 ．0 4 9 ．16 50 ．8 4 24 ．76 75 ．2 4
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ダナン市人口推移

計 男 女 都 市 農 村

19 9 5 6 3 7 ．3 3 1 2 ．2 32 5 ．1 4 2 6 ，1 2 1 1 ．2

19 9 8 6 7 4 ．4 3 3 1．3 34 3 ．1 52 8 ．2 14 6 ．2

19 9 9 6 8 7 ．3 3 3 7．6 34 9 ．7 54 1．5 14 5 ．8

2 0 0 0 7 0 3 ．5 3 4 5 ．4 35 8 ．1 56 6 ．0 13 7 ．5

2 0 0 1 7 1 5 ．0 3 5 1．0 36 4 ．0 58 6 ．3 12 8 ．7

カンナム省人口推移

計 男 女 都 市 農 村

199 5 1，32 2 ．0 6 39 ．1 682 ．9 17 8 ．2 1，14 3 ．8

19 9 8 1，36 1 ．8 6 59 ．4 702 ．4 19 1 ．8 1，17 0 ．0

199 9 1，3 75 ．8 6 65 ．8 7 10 ．0 19 7 ．4 1，17 8 ．4

2 00 0 1，38 9 ．4 6 72 ．1 7 17．3 2 0 6 ．9 1，18 2 ．5

2 00 1 1，40 2 ．7 6 78 ．5 724 ．2 2 14 ．3 1，18 8 ．4

カンガイ省人口推移

計 男 女 都 市 農 村

19 9 5 1，14 9 ．0 5 59 ．5 5 89 ．5 1 10．8 1，0 38 ．2

19 98 1，18 1 ．4 5 76 ．4 6 05 ．0 12 6 ．1 1，0 5 5 ．3

19 99 1，19 1 ．9 58 1．2 6 10 ．7 13 2 ．0 1，0 59 ．9

2 00 0 1，20 0 ．1 5 84 ．9 6 15 ．2 14 1 ．9 1，0 5 8 ．2

20 0 1 1，20 6 ．4 58 8 ．0 6 18 ．4 14 7 ．0 1，0 59 ．4

コンツム省人口推移

計 男 　　 女 都 市 農 村

19 9 5 27 9 ．5 14 0 ．5 139 ．0 6 3 ．5 2 1 6 ．0

19 98 3 0 6 ．7 15 4 ．4 152 ．3 93 ．8 2 12 ．9

19 99 3 1 6 ．6 159 ．4 15 7．2 10 3 ．4 2 1 3 ．2

20 0 0 3 2 4．8 16 3 ．4 16 1．4 104 ．1 2 2 0．7

20 0 1 3 3 0 ．7 166 ．4 164 ．3 10 7 ．9 2 22 ．8
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C-3農業生産
(1)農業生産額(1994 constant prices)

(Billion VND)
1 9 9 5 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

全 国 8 2 , 3 0 7 9 9 , 0 9 6 1 0 , 3 6 7 1 1 2 , 1 1 1
∫
A

紅 河 デ ル タ 1 6 , 5 7 5 1 9 , 4 0 2 2 0 , 2 5 0 2 0 , 8 9 8

H a N o i 8 9 0 1 , 0 7 1 1 , 0 9 1 1 , 1 4 2

H a i P h o n 1 , 3 2 8 1 , 5 8 0 1 , 6 4 0 1 , 6 9 9

V in h P h u c 9 1 1 1 , 0 4 0 1 , 1 0 5 1 , 2 0 0

H a T a y 2 , 3 0 0 2 , 7 0 9 2 , 8 4 7 2 ,9 4 7

B a c N m h 8 5 0 1 , 1 5 1 1 , 2 0 3 1 , 3 0 9

H a i D u o n g 1 , 9 8 2 2 , 3 6 0 2 , 4 6 1 2 , 5 3 6

H u n e Y e n 1 , 4 8 2 1 , 7 6 4 1 , 8 5 1 1 , 8 9 7

H a N a m 9 1 6 1 , 1 1 1 1 , 1 1 3 1 , 1 1 9

N a m D in h 2 , 0 1 0 2 , 2 9 2 2 , 4 4 6 2 , 4 8 8

T h a i B i n h 2 , 6 9 6 3 , 2 3 9 3 , 3 3 2 3 , 3 5 6

N in h B i n h 9 3 2 1 , 0 8 0 1 , 1 5 8 1 , 1 9 1

北 衷 部 6 , 5 4 9 7 , 7 2 3 8 , 1 4 8 8 , 5 9 4

H a G i a n 3 8 1 4 3 5 4 7 0 5 1 1

C a o B a n g 5 3 2 5 8 4 6 0 7 5 8 7

L a o C a i 3 0 4 3 8 5 4 1 5 4 4 0

B a c C a n 2 1 4 2 3 4 2 4 8 2 6 5

L a n g S o n 6 3 2 7 5 6 7 7 2 7 4 1

T u y e n Q u a n g 5 0 1 6 0 2 6 3 0 6 5 5

Y e n B a i 4 4 5 5 5 0 5 7 2 6 0 6

T h a i N g u y e n 7 6 6 8 7 1 9 2 6 9 9 7

P h u T h o 8 6 4 1 , 0 0 5 1 , 0 6 3 1 , 1 6 2

B a c G ia n g ､ 1 , 4 2 3 1 ,7 0 0 1 ,8 0 6 1 , 9 6 0

Q u a n g N m h 4 8 2 5 9 6 6 3 5 6 6 5

北 西 部 1 , 5 6 7 1 ,7 5 5 1 ,9 7 3 2 , 0 8 3

L a i C h a u 3 4 9 4 1 0 4 3 5 4 4 9

S o n L a 6 2 5 6 9 5 8 2 2 8 8 5

H o a B m h 5 9 2 6 5 0 7 1 5 7 4 7

北 中 部 沿 岸 7 ,3 9 5 8 ,5 0 3 9 , 1 8 5 9 , 7 6 7

T h a n h H o a 2 ,4 7 8 2 ,9 4 2 3 , 1 5 0 3 , 2 7 0

N g h e A n 2 ,2 7 9 2 ,6 0 1 2 , 7 0 8 2 , 9 6 1

H a T in h 1 , 1 6 5 1 ,3 3 1 1 ,4 7 0 1 , 5 2 5

Q u a n e B i n h 4 9 4 5 0 7 6 0 6 6 2 7

Q u a n g T n 4 1 3 4 9 1 6 3 6 ⊆ 7 2 6

T h u a T h i e n H u e 5 6 3 6 2 9 6 1 2 6 5 5

南 中 部 沿 岸 5 , 1 5 0 5 ,8 6 4 も 6 , 1 1 3 6 , 1 5 3

D a N a n g 2 0 6 2 4 5 【 2 4 1 2 2 5

て*r.> こ■■■ ■■■≡暮こ■■ミ

*: サ�"ォ-: ■二** * ■､
B i n h D m h 1 , 2 3 引 1 , 4 4 9 】 1 , 5 6 2 1 ,6 1 5

P h u Y e n 8 0 引 8 8 2 9 0 7 9 1 6

K h a n h H o a 6 2 5 7 1 0 7 3 3 7 3 1

F )
■

' p -ft 満 仲 4 , 7 2 5 7 , 2 1 8 9 , 1 7 3 l l , 4 4 8

4 0

G i a L a i 7 8 4 1 , 2 2 1 1 ,6 6 0 2 , 1 0 3

D a k L a k 2 , 5 0 6 3 , 6 5 1 ㌻ 4 , 6 7 7 5 ,8 6 1

L a m D o n e 】 1 , 1 4 4 1 ,9 3 8 2 ,3 9 .3 2 ,9 8 9
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(Billion VND)
1 9 9 5 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

南 東 部 9 , 0 9 5 1 0 , 6 7 5 1 1 , 7 6 0 1 2 , 5 4 1

H o C h i M i n h 1 , 3 1 5 1 , 4 3 0 1 , 4 4 8 1 , 4 6 5

N m h T h u a n 5 5 3 5 8 0 6 7 9 6 0 4

B m h P h u c 5 7 8 9 7 0 1 , 1 3 4 1 , 2 2 0

T a y N in h 1 , 3 1 9 1 , 7 4 2 2 , 0 3 1 2 , 1 9 0

B m h D u o n g 6 3 8 8 4 9 9 5 9 1 , 1 7 3

D o n g N a i 3 , 0 7 9 3 , 2 4 2 3 , 4 9 3 3 , 6 5 8

B m h T h u a n 8 2 8 1 , 0 2 3 1 , 1 1 1 1 , 2 5 9

B a R ia ー V u n g T a u 6 8 0 8 3 5 9 0 2 9 7 0

メ コ ン デ ル タ 3 1 , 2 4 7 3 7 , 9 5 2 3 9 , 7 6 2 4 0 , 6 2 5

L o n g A n 2 , 2 7 7 3 , 0 0 2 3 , 1 3 3 3 , 1 4 0

D o n g T h a p 3 , 2 7 5 3 , 8 5 7 3 ,9 5 3 3 ,8 3 6

A n G ia n g 4 , 1 3 9 4 , 7 4 6 4 ,9 3 4 5 , 1 1 8

T ie n G i a n g 3 , 4 2 9 3 , 9 3 8 3 , 9 7 3 4 , 2 9 0

V m h L o n g 2 , 4 4 1 2 , 9 4 9 3 ,0 0 6 3 , 0 4 7

B e n T r e 1 ,8 7 5 2 , 3 7 2 2 , 4 9 8 2 , 4 6 0

K i e n G i a n g 2 ,9 0 5 3 ,6 4 3 3 ,8 8 4 4 , 2 7 8

C a o T h o 4 , 0 5 6 4 , 7 4 2 4 , 9 0 6 4 , 5 6 3

T r a V in h 2 ,0 0 8 2 , 3 4 8 2 , 5 6 4 2 , 8 2 2

S o c T r a n g 2 ,4 3 9 3 , 0 4 8 3 , 1 7 4 3 , 2 0 2

B a c L i e u 1 ,0 7 4 1 , 4 9 5 1 , 6 4 4 1 , 7 7 0

C a M a u 1 , 3 2 4 1 , 8 0 9 2 ,0 8 7 2 , 0 9 7
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（2）穀類作付面積（稲＋メイズ）

(1 ,0 0 0 h a )

1 9 9 5 19 9 8 19 9 9 2 0 0 0

全 国 7 ,3 2 2 8 ,0 12 8 ,3 4 5 8 ,3 9 6

紅 河 デ ル タ 1 ,2 8 8 1 ,3 0 8 1 ,3 0 5 1 ,3 0 5

H a N o 6 5 6 6 6 5 6 6

H ai P h o n 9 4 9 5 9 5 9 6

V in h P h u c 8 8 9 3 9 2 9 4

H a T ay 18 5 18 7 18 7 18 9

B a c N in h 8 2 8 9 8 8 8 8

H a i D u o n g 1 59 1 56 1 5 5 1 5 2

H u n g Y e n 9 9 9 9 9 9 9 6

H a N am 78 8 2 8 3 8 3

N a m D in n 1 7 0 1 7 1 1 7 0 16 9

T h a i B in h 1 7 7 1 7 8 1 7 7 1 7 7

N in h B in h 8 5 8 8 8 8 8 9

北 東 部 6 6 9 7 0 5 7 1 1 7 3 3

H a G ia n 6 7 7 0 7 0 7 3

C a o B a n e 6 5 5 8 5 9 6 0

L a o C a i 5 2 5 4 5 7 5 8

B a c C a n 2 1 2 4 2 5 2 8

L a n g S o n 5 5 5 6 5 6 5 9

T u y e n Q u a n g 5 2 5 2 5 5 5 6

Y e n B a i 4 4 5 0 4 8 4 9

T h a i N g u y e n 6 4 7 6 7 5 7 9

P h u T h o 7 9 8 3 8 3 8 7

B ac G ia n g 1 1 7 12 8 12 6 12 6

Q u a n g N in h 4 7 5 1 5 1 5 3

北 西 部 2 0 1 2 1 2 ∃ 2 2 4 ≠ 2 4 1

L ai C h au 7 4 7 5 丁リ ォ:<

S o n L a 6 8 7 8 8 4 9 3

H o a B in h 5 8 5 8 6 0 6 4
!

北 中 部 沿 岸 7 4 6 7 5 6 7 7 1 7 8 7

T h a n h H o a 2 8 1 2 9 4 2 9 8 3 0 3

N g h e A n 】 2 1 2 2 15 2 14 2 2 4

H a T in h 1 1 0 1 0 4 ㌔ 1 0 9 1 0 9

Q u a n g B m h 4 8 4 7 5 0 4 9

Q u a n g T n 4 3 4 4 4 6 4 7

T h u a T h ien H u e 5 0 ㌧ 5 1 1 5 2

南 中 部 沿 岸 4 4 1 4 4 6 4 5 9 戸 4 5 1

D a N a n g ∃ 13 12 1 2 l l

Q u a n tr N a m ≡…≡…漣紘

:■■◆1こl:1:=ぎ■出盛h 菖l:書=噌 a;l≡≡享≡≡:I
1 19B in h D in h 12 1 12 8 1 2 9

P h u Y en 6 1 6 4 6 3 6 1

K h a n h H o a 4 3 4 5 4 9 5 0

【
～

中 部 高 原 2 2 1 2 3 4 2 3 9 �"J IW

K O ri T u n i ≡㌻i室=…こ皇藩

G ia L a i 6 9 7 3 7 6 8 2

D ak L a k 8 8 9 1 9 4 1 10

L a m D o n s 4 2 4 6 4 5 4 5
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(1,0 00 ha)

19 95 19 98 199 9 2 000

南東 部 5 42 57 1 630 6 49

H o C hi M inh 80 74 78 7 7

N m h T h uan 37 38 4 4 44

B in h P h uc 28 2 5 2 4 2 1

T ay N in h 127 14 7 174 18 1

B m h D uo ng 30 2 7 ! 27 2 6

D o ng N a i 129 13 3 13 9 14 7

B in h T hu an 72 8 7 9 8 10 5

B a R ia-V u ng T au 36 39 1 4 2 4 6

メコンデルタ 3 ,2 10 3 ,7 77 ー 4,0 02 3 ,96 4

L o n e A n 32 5 40 0 4 4 1 45 3

D on g T hap 36 3 4 24 4 45 4 1 1

A n G ian g 400 43 3 46 8 46 9

T ie n G iang 2 71 28 3 2 88 28 4

V inh L ong 206 229 2 25 20 9

B en T re 9 3 10 1 10 1 10 2

K ien G iang 38 0 5 05 52 1 5 4 1

C ao T ho 40 2 4 34 4 67 4 14

T ra V inh 17 1 2 12 234 2 39

Soc T rang 2 78 3 心 :isy 3 73

B ac L ieu 130 170 206 2 17

C a M au 187 2 34 244 2 48

-C-11-



（3）穀類生産量（稲＋メイズ）

（1，000ton）

19 95 19 98 1999 20 00

全 国 26 ,140 30 ,75 7 33 ,14 6 34 ,53 5
■

紅 河 デル タ 5 ,3 39 6 ,28 5 6 ,70 3 6 ,8 6 6

H a N o i 198 23 2 23 8 25 6

H ai Ph on 3 97 4 4 1 4 7 2 4 9 2

V inh P hu c 2 55 3 14 33 4 38 1

H a T ay 6 98 8 4 7 9 4 1 9 9 0

B ac N m h 25 7 36 5 40 4 45 2

H ai D uo ng 6 97 8 0 7 8 4 3 8 4 2

H u ng Y en ≡ 4 2 1 504 539 54 9

H a N am 3 12 3 83 4 08 4 0 8

N am D inh 8 07 9 7 1 9 90 9 7 6

T hai B inh 9 66 9 93 1,0 8 1 1,0 69

N inh B inh 3 26 4 24 4 48 4 4 5

北 衷 部 1,7 00 2 ,1 17 2 ,2 94 2 ,4 9 0

H a G ian 1,5 27 16 2 17 3 19 3

C ao B an g 147 15 1 16 1 16 3

L ao C ai 110 128 14 1 15 1

B ac C an 55 77 79 8 7

L an g So n 150 18 1 18 1 189

T uyen Q uan g 158 196 2 1 1 oo ouu lj

Y en B ai 130 1,4 4 1 16 1 17 0

T hai N guyen 189 2 56 2 78 2 96

P hu T ho 2 07 2 4 7 2 8 5 32 4

B ac G iang 30 1 4 1 1 4 49 5 02

Q u ang N inh 122 163 17 1 188

北 西 部 4 25 4 7 7 5 4 1 6 3 1

L ai C h au 130 14 7 163 17 4

So n L a 14 5 189 196 2 4 3

H oa B in h 149 147 182 2 12

北 中 部沿岸 2,2 55 2,4 98 2 ,8 62 3 ,0 5 1

T h anh H oa 9 16 1 ,0 74 1 ,188 1 ,2 22

N gh e A n 60 5 6 73 714 8 3 2

H a T inh 3 15 3 09 3 85 4 0 1

Q u ang B in h 128 ∋ 128 17 7 2 0 1

Q u ang T n 12 2 122 178 194

T h u a T hien H ue 16 7 189 ∃ 2 17 199

■■
南 中部沿岸 1,44 6 1,6 03 1 ,7 44 ､ 1 ,7 5 3

D a N an g 54 5 1 54 5 2

+く≒⊥¢ang N am
Q u an占++＼ふ

B n h D in h 40 5 4 4 1 5 09 5 32

P hu Y en 2 58 2 7 1 2 9 1 2 80

K han h H oa I 14 8 173 18 1 194

,1 ら

�"1'l.li心 悦 54 2 6 53 ⊆ 7 39 9 0 7

n T urn 4 5 ■㌻■≡■≡如■ ■㌻≡:…舶
on iurn
G ia L ai 13 0 160 19 1 2 39

D ak L ak … 24 2 2 85 1 3 39 4 5 1

L am D o ne 12 3 15 7 155 15 1
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(1,000 to n)

19 9 5 1998 19 99 2000
南 東部 1,514 1,74 8 1,9 17 2 ,0 8 1

H o C h M inh 2 38 2 2 8 22 8 2 38

N m h T hu an 13 1 14 1 17 1 165

B inh P h uc 40 4 5 5 0 45

T ay N m h 3 09 4 13 52 3 5 55

B inh D u on g 74 6 9 7 2 68

D o ng N ai 4 00 4 2 1 43 7 50 3

B inh T hu an 2 26 3 0 2 30 7 3 56

B a R ia-V u n g T au 92 126 12 6 14 8

メコンデル タ 12,9 15 15,3 72 16 ,34 2 16 ,75 4

L on g A n 1,0 16 1,4 0 1 1,52 3 1,5 74

D on e T h ap 1,62 4 1,9 39 2 ,0 88 1,889

A n G ian g 1,95 0 2 ,0 6 1 2 ,109 2 ,188

T ien G iang 1,19 4 1,3 26 1,30 7 1,30 7

V m h L o ng 86 2 9 70 9 67 94 2

B en T re 32 2 34 0 3 28 359

K ien G ian g 1,462 1,90 0 2 ,0 26 2 ,284

C ao T ho 1,7 14 1,89 8 1,9 82 1,886

T ra V nh 648 74 9 8 44 9 52

S oc T ran s 1,092 1,38 8 1,5 13 1,624

B ac L ieu 494 67 7 80 5 8 94

C a M au 532 7 18 8 44 85 1
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（4）1人当たり穀類生産量（稲＋メイズ）

(k e / c a p it a )

1 9 9 5 1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

全 国 3 6 3 .1 4 0 7 .6 4 3 2 .7 4 4 4 .8

紅 河 デ ル タ 3 3 0 .9 3 7 6 .4 3 9 7 .3 4 0 3 .0

H a N o 8 1 .8 8 8 .7 8 8 .9 9 3 .6

H a i P h o n 2 4 6 .9 2 6 6 ー0 2 8 1 .9 2 9 0 .4

V in h P h u c 2 4 3 .9 2 8 9 .4 3 0 5 .9 3 4 5 .3

H a T a y 3 0 3 .8 3 5 7 .0 3 9 3 ー5 4 1 0 .3

B a c N m h 2 8 1 .0 3 9 0 ー0 4 2 8 .5 4 7 7 .0

H a i D u o n g 4 3 3 .2 4 9 2 . 1 5 1 1 . 1 5 0 6 .8

H u n g Y e n 4 0 8 .1 4 7 4 .9 5 0 3 .9 5 0 8 .2

H a N a m 4 0 9 .7 4 8 6 .9 5 1 5 .6 5 1 4 .0

N a m D in h 4 4 3 .4 5 1 8 .2 5 2 3 .3 5 1 2 .8

T h a i B in h 5 5 1 .5 5 5 8 .8 6 0 4 .7 5 9 3 .0

N m h B m h 3 8 2 .1 4 8 1 .7 5 0 6 .8 5 0 0 .7

北 東 部 2 0 2 .5 2 4 2 .4 2 5 9 .2 2 7 8 .5

H a G ia n 2 3 1 .3 2 7 4 .4 2 8 6 .4 3 1 3 .2

C a o B a n g 3 0 1 .9 3 0 9 .7 3 2 8 .2 3 2 9 .9

L a o C a i 2 0 0 .3 2 1 9 ー7 2 3 5 .6 2 4 9 .2

B a c C a n 2 1 8 . 7 2 8 4 .2 2 8 7 .6 3 1 2 一4

L a n g S o n 2 2 1 .0 2 5 8 .5 2 5 7 . 1 2 6 6 .0

T u y e n Q u a n g 2 4 8 .1 ∈ 2 9 4 .8 3 1 1 .7 3 2 6 一2

Y e n B a i 2 0 0 .9 弓 2 1 0 .8 2 3 6 .3 2 4 6 .1

T h a i N g u y e n 1 8 8 .6 2 4 6 .7 2 6 6 . 1 2 8 1 .0

P h u T h o 1 7 1ー2 1 9 8 .0 2 2 5 .9 2 5 4 一8

B a c G ia n g 2 1 0 .8 2 7 8 .5 3 0 0 ー7 3 3 2 .5

Q u a n g N in h 1 3 0 .3 1 6 4 .6 1 6 9 .9 1 8 5 .9

t

北 西 部 2 0 5 .8 2 1 6 .6 2 4 1 .9 2 7 7 .2

L a i C h a u 2 4 4 .4 2 5 5 .8 2 7 4 .9 2 8 9 .3

S o n L a 1 7 8 .6 2 0 8 .6 2 2 1 .8 2 6 9 .2

H o a B m h 2 0 7 .8 1 9 5 .9 2 3 9 ー6 2 7 7 .0

北 中 部 沿 岸 2 3 5 .5 2 5 1 .6 2 8 5 .4 3 0 2 .1

T h a n h H o a 2 7 4 .6 3 1 1 .5 3 4 2 .0 3 4 9 .9

N g h e A n 2 2 2 .9 2 3 8 .1 2 4 9 .4 2 8 8 .3

H a T in h 2 5 2 .5 2 4 5 .0 3 0 3 .6 3 1 4 .9

Q u a n g B in h 1 7 2 .4 1 6 3 .8 1 2 2 3 .2 こ 2 5 1 .4

Q u a n g T r i 2 2 9 .2 2 1 6 .8 3 1 1 .0 3 3 4 .8

T h u a T h ie n H u e 1 6 7 .8 1 8 2 .8 2 0 7 .0 1 8 7 .3

■
【

南 中 部 沿 岸 2 3 3 .2 2 4 8 .2 2 6 6 .6 2 6 4 .6

D a N a n g 8 4 .9 7 7 .0 7 8 .9 ∈ 7 5 . 1

◆ +++ 一■■:

B in h D in h 2 9 0 .7 3 0 4 .7 3 4 7 .4 3 5 9 .6

P h u Y e n 3 4 8 .6 3 4 8 .7 3 6 9 ◆1 3 5 0 .2

K h a n h H o a 1 5 5 . 1 1 7 0 .9 1 7 5 .7 1 8 5 . 1

中 部 高 原 1 6 0 .2 1 6 6 .6 1 8 0 .6 2 1 4 .1

■■≧1 6 3薄
¥.o n l u m : 一 =■1 ≦r≡
G ia L a i 1 5 3 .4 1 6 9 .3 1 9 5 .5 2 3 5 .8

D a k L a k 1 7 3 .4 1 6 7 .3 1 8 9 .2 2 4 2 . 5

L a m D o n e 1 4 4 .5 1 6 3 .3 1 5 4 ー 1 4 6 .1
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(k g / c a p ita)

19 9 5 19 9 8 19 9 9 2 0 0 0

南 東 部 1 4 1 .7 1 5 2 .3 1 6 2 .8 17 2 .5

H o C h i M in h 5 1 .4 4 6 .2 4 5 .1 4 5 .7

N in h T h u an 2 8 2 .0 2 8 4 ー7 3 3 8 .8 3 2 2 .1

B in h P h u c 7 6 .7 7 4 .0 7 6 .7 6 5 .9

T ay N m h 3 3 9 ー6 4 3 3 .7 5 4 0 .5 5 6 8 .9

B in h D u o n g 1 16 .7 9 9 .3 10 1 .0 9 3 .1

D o n g N a i 2 1 7 .1 2 14 .9 2 1 8 .6 2 4 6 .7

B in h T h u a n 2 3 8 .2 2 9 4 .1 2 9 2 .3 3 3 4 .1

B a R ia - V u n g T a u 13 0 .9 ー 1 6 3 .2 15 6 .9 18 0 .2

メコン デ ル タ 8 3 1 .6 9 5 9 .4 1 ,0 0 9 .8 1 ,0 2 5 .1

L o n g A n 8 12 .4 1 ,0 8 2 .2 1 ,1 6 2 .2 1 ,1 8 3 .6

D o n e T h a p 1 ,0 9 0 .7 1 ,2 4 5 .7 1 ,3 3 1 .7 1 ,19 6 .9

A n G ia n g 9 8 9 .9 1 ,0 1 4 .3 1 ,0 2 6 .4 1 ,0 5 3 .5

T ie n G ia n g 7 5 5 .5 8 2 8 .8 8 1 3 .0 8 0 5 .5

V in h L o n g 8 7 1 .0 9 6 4 .5 】 9 5 5 .5 9 2 5 .8

B e n T re 2 5 1 .5 2 6 3 .3 2 5 3 .2 2 7 5 .4

K ie n G ia n g 1 ,0 5 0 .6 1 ,2 8 3 .8 1 ,3 4 7 .0 1 ,4 9 8 .9

C a o T h o 9 8 5 .3 1 ,0 5 6 .9 1 ,0 9 1 .3 ‡ 1 ,0 2 7 .3

T ra V m h 6 9 4 .0 78 1 .7 8 7 1 .2 9 7 3 .5

S o c T ra n e 9 5 0 .3 1 ,18 7 ー9 1 ,2 8 5 .3 1 ,3 6 4 .1

B a c L ie u 6 9 7 .3 9 2 6 .0 1 ,0 9 1 .0 1 ,2 0 1 .5

C a M a u 5 10 .8 6 5 1 .8 7 5 1 .8 7 4 7 .5
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C-4家畜頭数

家畜頭数（水牛）

（1 ，0 0 0 頭 ）

カ ン ナ ム 省 カ ン ガ イ省 コ ン ツ ム 省 全 国

1 9 9 5 4 9 ．8 4 7 ．0 1 0 ．0 2 ，9 6 2

1 9 9 8 5 2 ．3 4 1 ．9 1 2 ．3 2 ，9 5 1

1 9 9 9 5 1 ．9 4 3 ．2 1 1 ．9 2 ，9 5 5

2 0 0 0 5 2 ．7 4 3 ．6 1 1 ．8 2 ，8 9 7

家畜頭数（牛）

（1，000頭）
カ ン ナ ム 省 カ ン ガ イ 省 コ ン ツ ム 省 全 国

1 9 9 5 1 9 1 ．8 1 8 5 ．5 4 5 ．7 3 ，6 3 8

1 9 9 8 2 1 1 ．4 2 0 3 ．5 6 9 ．7 3 ，9 8 7

1 9 9 9 2 1 2 ．0 2 1 7 ．3 7 0 ．4 4 ，0 6 3

2 0 0 0 2 1 2 ．5 2 2 4 ．2 6 1 ．6 4 ，1 2 7

家畜頭数（豚）

（1，000頭）
カ ン ナ ム 省 カ ン ガ イ 省 コ ン ツ ム 省 全 国

1 9 9 5 4 3 7 ．0 3 4 9 ．1 7 4 ．5 1 6 ，3 0 6

1 9 9 8 4 5 9 ．7 3 5 4 ．2 1 1 8 ．2 1 8 ，1 3 2

1 9 9 9 4 3 1 ．9 3 8 6 ．1 1 2 0 ．7 1 8 ，8 8 5

2 0 0 0 4 7 4 ．1 4 0 2 ．7 1 2 3 ．9 2 0 ，1 9 3

－C－16－



D.現地写真集



中部山岳地域における

農村・耕地の状況。耕作

適地が少ないため傾斜

地を開畑している。

中部山岳地城における

谷池田及び傾斜地農業

の状況。天水の田越し潅

漑水田。

一部に見られた傾斜地

における等高線栽培の

状況。

－D－1－



森林が伐採され、無秩序

に排地化されている（中

部山岳地域）。

傾斜地で栽培されてい

る陸稲の状況。耕地が小

さいためこのような状

況を生んでいる。

薪の利用状況。熱利用効

率が悪く、森林資源の劣

化につながる。

－D－2－



渓流取水の状況。

整備中の幹線水路。水源

は向こうにあるため池。

薪の保存状況。

－D－3－



肉牛の飼養状況。畜舎の

後ろはシナモンの木。

地域特産であり、輸出産

物でもあるシナモン

（樹）。

シナモン樹皮の乾燥状

況。

－D－4－



地域特産のコショウの

栽培状況。農薬を使用し

ている。

道ばたにおける籾の乾

燥状況。乾燥・精米施設

は未整備である。

人民委員会との協議（コ

ンツム省）。

－D－5－



Lang Ro発電所があった地点｡中央の尾根部分にPenstockがあり､その下に発電所があった(Quang Narn省

Giang)

HaRa発電所があった地点｡写真中央に取水口コンクリ-卜が見える(QuangNam省Giang)

－D－6－



HaRa発電所､取水口コンクリート(QuangNam省Giang)

HaRa発電所,取水口～導水路コンクリートの残骸(QuangNam省Giang)

－D－7－



DakSa発電所の水圧鉄管による導水路部分(Quang Nam省Phuoc Sonl

－D－8－



DakSa発電所水圧鉄管(-≠600mm)と発電所｡落差60m　送電線も見える｡ (QuangNam省PhuocSon)

水圧鉄管継ぎ目からの漏水。

－D－9－



DakSa発電所(QuangNam省PhuocSon)

DakSa発電所　手前が故障中の400Kw･のユニット｡奥が200kw,ユニット(運転中)｡

水車はベトナム製,発電機は米国製｡

－D－10－



DakSa発電所　200kwユニット｡横軸フランシス型水車｡ 運転中であるが軸受けからの漏水が激しい｡

同上

-D-ll-



DakSa発電所導水路暗渠部分(QuangNam省PhuocSon)

DacSa発電所沈砂池奥に排砂ゲートが見える

－D－12－



DakSa発電所余水吐奥に制水ゲートが見える｡

DakSa発電所取水ダム及び取水口（チロリアンタイプ)越流部のトップに呑み口があり､堰体内の水路を

流れ導水路へ続く。

-D-13-



XaGa川　水力開発地点｡今回の乾期で0.5～0.6m3/sec程度の流量か? 1.15m3/secの設計流量は少し過大か｡

XeGa川開発地点の近傍のCommune｡既にEVNの配電線が引かれている｡逆にここで小水力発電所を開発し

てEVNの配電線への売電が可能ということになる(QuangNam省PhuocSon)

-D-14-



XaE発電所(10KW)のPenstockの残骸(QuangNam省PhuocSon)

-D-15-

XaE発電所発電機器の残髄



XaE発電所取水ダムの残骸

XaE発電所により電力の供給がなされていたCommune現在は､ EVNの配電線により電力供給がなされている

(Quang Nam省Phuoc Son)

-D-16-



(KonTum省)

KonTum City近傍の潅漑用ダム>

ダム高18mの潅漑用ダムから放流される水と落差(15-20m)を利用して､発電が可

能である｡このような潅漑施設の遊休落差を効率的に利用できる地点は,数多くある

と考えられる｡

潅漑用設備の遊休落差。ダム右岸側に設置された放水路の遊休落差を利用して発電が可能である。

水路は下流の水田地帯へと続く。

-D-17-



(KonTum省KonPlong)

<Vi Ko Long発電所>

滝の落差を利用した出力10KWの発電所｡現在は運転していない｡

上記滝の落差を利用した発電所があったが、現在はない｡

Vi Ko Long発電所の近傍にあるCommune｡発電所があった時には電化されていたが,現在は未電化村となって

いる。

-D-18-



<Kon Dao発電所>

落差10.5m､使用水量6.9m3/sec,出力570Kw (210kw×1, 360kw×1)の発電所｡

3人のオペレータが3シフト制で24時間運転している｡当初人民委員会で建設したが､

現在はEVN傘下の配電会社PC3により運転･管理がなされている｡

手前が360KWユニット(ドイツ製カプラン水車)｡実際の出力は320KW｡輿は210KWユニット(ハンガリー

製カプラン水車)｡実博の出力は130KW｡

-D-19-

上部Head Tankから発電所及び水圧鉄管を望む｡



Kon Dao発電所のHead Tank及び余水吐

取水堰、取水口及び導水路。雨期のため、河川の水は多い。年間流量データを見なければわからないが、河水利用

率が低く、さらに発電所を増設できる可能性があるのではないか。

-D-20-



カンナム省　ヒエン県

ダナン方面からヒエン県の山越えに22kV配電線

(National-Grid)が張られている

ヒエン人民委員会えの途中　砕石場近くの小変電所,中央部は

22kkV変圧器　下は400/220V　低圧分電箱

-D-21-



ヒエン県唯唯一の発電所Gasp-Dap,A-Rooih(200+160)kW

200kWで運転160kWはスタンドバイ　県営で直接各家庭

に配電　発電機のメインテナンスは良好

発電所用変電所10.5kVで送っている

-D-22-



カンナム省　ナムジャン県

人民委員会　ゲスト・ハウス

-D-23-

人民委員会



川を挟んで対する丘の裾にLang-Ro60kWP/Sがあったが

水源枯渇し現在廃止

Ha-Ra200kW　水源枯渇廃止

-D-24-



カンナム省フックソン

人民委員会

ゲストハウス手前右側は官舎とケーブル等

材料ストックヤードゲストハウスでは茲が

一番良好であった

－D－25－



1984年設置のPhuoc-My-Xa-E- 10kW小水力発電所

"良好"の記載あるも完全に消滅ランナーの残骸

-D-26-

100kW小水力地えの道



Phuoc-Duc Dak-Sa-(200+400)kW発電所銘板　200kWで

運転　400kWは故障で休止　修理不能の由

発電所全景

-D-27-



ペンストックヘッド60m径800mm

同上

-D-28-



Phuoc-My-Xa-Ga-900kWマスタープラン予定地河川

この上流に予定地がある　近傍の国道には22kVNati-

nal-Gridが来ている

同上

-D-29-



カンナム省　チャミー県

人民委員会

同上

-D-30-



Tak-Po-600kW　マスタープラン途中の道路新設

工事　ハッパを掛けて岩石を破砕

途中窪地多し

-D-31-



コウゾか　木皮を叩いている　遊びではなく仕事である

原水地に近い所というも不明　ここで引き返す

-D-32-



Quang Nam Province Tra My　小水力発電所

ここは　500kWx2

400/231V PF0.8

506rpmで発生電力の

ら0%をPC-3に売電し

ている

発電所と常駐者宿舎

付近は深山幽谷の趣あり

変電所えのケーブリング

-D-33-



水車はPelton　ベトナム製　governorはWoodward製

起動盤と同期盤

-D-34-



Quang Ngai Province Tra BongのMicro発電機建設予定地

カンガイ省　チャボン県

Tra-Bong人民委員会,左側　我々の行くTra BongTra Nham subdistrictTra Ich

Villageは人口168名　家屋29軒と小さいがかかる部落が多く電化が課題

宿舎板敷きベッド毛布があるが湿っている　左はQuang-Ngai Town

人民委員会のMicro担当Mr.Thoai　右は協力者Mr.Chau元PC-3役員

-D-35-



滝壷　女性はQuang-Ngai Town人民委員会の英語通訳Miss.Thu

Main-Fall Head30m　流量最低70L/S

-D-36-



Village入り口の小学校机は30セット位協力者のMr.Chau疲れでダウン

Ⅴillageの遠景　家屋の分散は広い

-D-37-



既存Tra-Bong-P/S700kW　チャボン人民委員の前にある.

実際のkWは(200+135kW)カーボン工場閉鎖で休止中

EVNえ移管しようとしたが老朽の理由で引き取らず

-D-38-



チャボン3大レイク（潅漑用大貯水池）の一つスンキン

レイクの予定地　この山の後ろの山頂が予定地　50kW

程度の小水力P／Sを考えている由

中央がMr.Huan　カンナム省のDeputy-Director

チャボン､ソンハ両県共彼が熱心に案内説明した

-D-39-



浅瀬上方都下流方向が水源地の由

この山の左側に大きい滝があるの由である

-D-40-



カンガイ省ソンハ県

ソンハ県人民委員会会議室右側女性がDirect-Manager

Mr.Huanに依れば10-20MWクラスが取れる多目的

ダム建設予定地　政府の認可は取れたがInvestorが

いないとの事　Nuoc-TrongP/S　3,860kWかDakro-

manP/S2,200kWと同じ場所のようでもある -D-41-



補修中の用水路　National-Gridは近くにある

既設Di-Lang-P/S-200kWx2基　休止中　上の用水路

補修完了後運転再開希望　貯水量不足と思う　叉単に

休止中ではなく機械部不良と思う

-D-42-



フランシス．ケーシング

下部左方にべンストックが見える　かなり錆びついてい

用水路補修のための休止とは思えず

－D－43－



始めて見た精米所

エンジン　ヤンマー製

－D－44－



同上用水路　両端にある放水口　3,000kwは無理だが500kW
は取れると思う

－D－45－



人民委員会

タウン内　Dak-Wei用水

-D-46-

コンツム省　コンツムタウン



タウン内潅漑用溜池放水路　マイクロ程度は取れる

コンミューンHieuのDak-X0-Pak-2400kW

マスタープラン予定地近傍

-D-47-



コンダオ発電所(360+210)kW低落差プロペラ運転良好

専用導水路

同上

-D-48-



水車と発電機

同上

-D-49-



ダクグレイ　Dak-Pek1 1,600kWと云われる水源地

同上

-D-50-



ダナン市

ホアヴァン　ハバックコンミューン　人民委員会

同上水源地図

－D－51－



E.行政区分図



VIETNAM
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